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Ⅱ　研究活動と研究成果公開
（1）シンポジウム・セミナー・講演会
聖学院大学総合研究所では，研究活動の公開と内外の研究者との学術交流を
深めるという目的から，毎年，シンポジウム，セミナー，講演会などの学術研
究会を開催している。
2015年度から2017年度にかけて下記のシンポジウム・講演会・セミナーを
主催した。なお，講演者などの所属，身分は発表当時のものである。
 1． 2015年4月24日　カウンセリング研究センター主催　スピリチュアルケ
ア研究講演会「心へのケアといやし̶̶ スピリチュアリティーとは」（聖
学院大学ヴェリタス館教授会室）【参加者116名】
講演：アルフォンス・デーケン（上智大学名誉教授）
司会：窪寺　俊之（聖学院大学大学院教授，聖学院大学人間福祉学部
こども心理学科学科長）
 2． 2015年6月6日　【子どもの人格形成と絵本】研究プロジェクト　子ども
の育ちと絵本研究会　研究ワークショップ「ふれあい・ことば・あそび」
（聖学院大学体育館）【参加者61名】
講演：加藤みやこ（舞踏家，現代舞踏協会理事，日本大学芸術学部講
師）
司会：寺﨑　恵子（聖学院大学人間福祉学部児童学科准教授）
 3． 2015年9月7日　牧会サマーセミナー「牧会者の自己ケア」（聖学院大学2
号館2410教室）【参加者24名】
発題：堀　　　肇（聖学院大学大学院非常勤講師・臨床牧会スーパー
バイザー）
　　　村上　純子（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授）
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 4． 2015年9月12日　平井雄一郎先生　聖学院大学名誉教授就任記念講演会
（聖学院大学4号館4401教室）【参加者60名】
記念講演：平石雄一郎（聖学院大学名誉教授）
「聖学院で「税」を学ぶということ」
基調講演：吉川　保弘（聖学院大学大学院特任教授）
「国際課税の現状と課題」
司会：柴田　武男（聖学院大学政治経済学部教授）
 5． 2015年11月13日　カウンセリング研究センター主催シンポジウム「物語
に学ぶ心の世界・再び」（聖学院大学ヴェリタス館教授会室）【参加者46
名】
講演①：堀　　　肇（聖学院大学大学院非常勤講師，臨床牧会スーパ 
ーバイザー）
講演②：藤掛　　明（聖学院大学大学院准教授，聖学院大学人間福祉
学部こども心理学科准教授）
講演③：村上　純子（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教
授）
司会：窪寺　俊之（聖学院大学大学院教授，聖学院大学人間福祉学部
こども心理学科長）
 6． 2015年11月20日　第5回日韓神学者学術会議（韓国・ソウルにて開催）
 7． 2016年1月15日　カウンセリング研究センター主催スピリチュアルケア
研究講演会「平和とスピリチュアリティ̶̶ 21世紀社会へのスピリチュ
アリティ論の貢献」（聖学院大学ヴェリタス館教授会室）【参加者62名】
講演：阿久戸光晴（学校法人聖学院理事長・院長，聖学院大学教授）
 8． 2016年2月29日，3月1日　第4回東日本大震災国際神学シンポジウム「キ
リストさんと呼ばれて̶̶ この時代，この地でキリスト者であること」
会場：お茶の水クリスチャンセンター【参加者2月29日100名・3月1
日72名】
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主催：OCC・災害救援キリスト者連絡会（DRCnet），聖学院大学，東
京基督教大学
共催：フラー神学大学院
第1日目　2月29日
総合司会：小林　高徳
主題講演1：ウィルバート・シェンク（フラー神学大学院教授）
主題講演2：吉田　　隆（東北ヘルプ代表・神戸改革派神学校校長）
パネルディスカッション
司会：藤原　淳賀（青山学院大学教授・宗教主任）
パネリスト：加藤　　誠（バプテスト連盟前常務理事・大井教会牧師）
　　　　　　小田　武彦（カトリック司祭）
　　　　　　米内　宏明（バプテスト教会連合理事長）
　　　　　　野田　　沢（キリスト友愛会主事）
分科会［東日本大震災から5年を迎えて］
コーディネーター：品川　謙一（日本福音同盟総主事）
第2日目　3月1日
総合司会：藤原　淳賀（青山学院大学教授・宗教主任）
主題講演とテーブルディスカッション：
ウィルバート・シェンク（フラー神学大学院教授）
被災支援をしている青年たちからの発題
パネルディスカッション
司会：松本　　周（聖学院大学講師・学校法人聖学院キリスト教セン
ター主事）
パネリスト：網中　彰子（日本キリスト教協議会［NCC］総幹事）
　　　　　　比企　敦子（日本キリスト教協議会［NCC］教育部主事）
　　　　　　岡村　直樹（東京基督教大学教授）
　　　　　　小川　　真（キリスト者学生会［KGK］主事）
テーブルディスカッション
コーディネーター：藤原　淳賀（青山学院大学教授・宗教主任）
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 9． 2016年4月23日　埼玉税法研究会主催　第2回（2016年度第1回）埼玉税
法研究講演会「税務行政の現状と課題」（聖学院大学ヴェリタス館教授会
室）【参加者54名】
講演：野田扇三郎（神戸アドベンチスト病院院長）
司会：柴田　武男（聖学院大学大学院政治政策学研究科教授）
10． 2016年9月5日　牧会サマーセミナー「牧会者の自己ケア」（聖学院大学2
号館2410教室）【参加者22名】
発題①：堀　　　肇（聖学院大学総合研究所特別研究員，臨床牧会
スーパーバイザー）
発題②：藤掛　　明（聖学院大学総合研究所カウンセリング研究研究
代表・聖学院大学大学院准教授，同大学人間福
祉学部こども心理学科准教授）
11． 2016年10月7日　スピリチュアルケア研究講演会「人生の終幕への寄り
添いを考える̶̶ かけがえのない人生への伴走と分かち合いのケア」
 第1回「認知症の人と介護者へのスピリチュアルケア（聖学院大学ヴェリ
タス館教授会室）【参加者64名】
講演：佐々木　炎（中原キリスト教会牧師，NPO法人ホッとスペース
中原代表，主任介護支援専門員）
司会：田村　綾子（聖学院大学人間福祉学部人間福祉学科教授，社会
福祉士・精神保健福祉士，日本スピリチュアルケ
ア学会認定スピリチュアルケア師）
12． 2016年10月29日　第3回（2016年度第2回）埼玉税法研究会「税法周辺
の法」（聖学院大学ヴェリタス館教授会室）【参加者49名】
基調講演：木村　裕二（聖学院大学大学院政治政策学研究科特任講師）
司会：柴田　武男（埼玉税法研究会事務局長，政治政策学研究科教授）
13． 2016年11月11日　カウンセリングシンポジウム「物語に学ぶ心の世界̶̶
〈生きるための知恵〉」（聖学院大学ヴェリタス館教授会室）【参加者44名】
講演①：堀　　　肇（聖学院大学総合研究所特別研究員・臨床牧会
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スーパーバイザー）
講演②：藤掛　　明（聖学院大学総合研究所カウンセリング研究研究
代表，聖学院大学大学院准教授，同大学人間福
祉学部こども心理学科准教授）
講演③：村上　純子（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授）
司会：藤掛　　明（聖学院大学総合研究所カウンセリング研究研究代
表，聖学院大学大学院准教授，同大学人間福祉学
部こども心理学科准教授）
14． 2016年11月18日　日韓神学シンポジウム（第6回　日韓神学者学術会議）
「告解と赦しと和解の神学形成」（聖学院大学ヴェリタス館教授会室）【参
加者63名】
【セッションⅠ】
講演：江藤　直純（ルーテル学院大学学長・教授）
コメント：ペク・チュンヒョン（白忠鉉）（長老会神学大学校助教授）
【セッションⅡ】
講演：ユン・チョルホ（尹哲昊）（長老会神学大学校教授）
コメント：関根　清三（聖学院大学大学院特任教授）
15． 2017年1月20日　スピリチュアルケア研究講演会「人生の終幕への寄り
添いを考える̶̶ かけがえのない人生への伴走と分かち合いのケア」
 第2回「病を生きる人へのスピリチュアルケア」（聖学院大学ヴェリタス
館教授会室）【参加者64名】
講演：窪寺　俊之（聖学院大学大学院客員教授，元淀川キリスト教病
院チャプレン，元聖学院大学人間福祉学部こども
心理学科科長・教授）
司会：田村　綾子（聖学院大学人間福祉学部人間福祉学科教授，社会
福祉士・精神保健福祉士，日本スピリチュアルケ
ア学会認定スピリチュアルケア師）
16． 2017年2月17日　キリスト教カウンセリング研究講演会「現代人のメン
タルを救うのは誰か̶̶ 医療，経済，宗教を考える」（日本印刷会館）【参
92
加者88名】
講演：香山　リカ（精神科医・立教大学現代心理学部映像身体学科教
授）
司会：藤掛　　明（臨床心理士，聖学院大学総合研究所カウンセリン
グ研究研究代表，聖学院大学大学院准教授，同大
学人間福祉学部こども心理学科准教授）
17． 2017年5月13日　第4回（2017年度第1回）埼玉税法研究会̶̶関東信越
税理士会二時間認定研修
 「破産法の実務と課題̶̶ 同時廃止手続きを中心に」（聖学院大学ヴェリタ
ス館教授会室）【参加者52名】
基調講演：木村　裕二（聖学院大学大学院政治政策学研究科特任講師，
元弁護士）
司会：柴田　武男（埼玉税法研究会事務局長，政治政策学研究科教授）
18． 2017年7月21日　スピリチュアルケア研究講演会「生老病死に寄り添う
たましいのケア̶̶ “いま” を生きること，“これから” を見つめること」
第1回「人生の締めくくりに寄り添うたましいのケア̶̶ 生と死に向き合
うことの現実」（聖学院大学ヴェリタス館教授会室）【参加者71名】
講演：西村　和江（救世軍ブース記念病院，老人保健施設グレイス，
特養恵の家チャプレン長）
司会：田村　綾子（聖学院大学人間福祉学部人間福祉学科教授，社会
福祉士・精神保健福祉士，日本スピリチュアルケ
ア学会認定スピリチュアルケア師）
19． 2017年9月11日　牧会サマーセミナー「説教と自己ケア」（聖学院大学2
号館2303教室）【参加者26名】
発題：堀　　　肇（聖学院大学総合研究所特別研究員，臨床牧会スー
パーバイザー）
司会・コーディネーター：藤掛　　明（聖学院大学総合研究所カウン
セリング研究研究代表，聖学院大学人間福祉学部
こども心理学科教授，同大学大学院教授）
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コーディネーター：村上　純子（聖学院大学人間福祉学部こども心理
学科教授）
20. 2017年11月10日　カウンセリングシンポジウム「信仰者に読んでほし
い3冊＆求道者に読んでほしい3冊」（聖学院大学ヴェリタス館教授会室）
【参加者68名】
対談：香山　リカ（精神科医，立教大学現代心理学部映像身体学科教
授）
対談：藤掛　　明（聖学院大学総合研究所カウンセリング研究研究
代表，聖学院大学人間福祉学部こども心理学科教
授，同大学大学院教授）
司会：堀　　　肇（鶴瀬恵みキリスト教会牧師，聖学院大学総合研究
所特別研究員）
21. 2017年11月17日　第7回日韓神学者学術会議（韓国・ソウルにて開催）
22． 2017年11月25日　第5回（2017年度第2回）埼玉税法研究会̶̶ 関東信
越税理士会二時間認定研修
 「企業グローバル化にともなう源泉所得税問題」（聖学院大学ヴェリタス館
教授会室）【参加者27名】
基調講演：野田扇三郎（聖学院大学大学院政治政策学研究科特任教授）
司会：柴田　武男（埼玉税法研究会事務局長，政治政策学研究科教授）
23． 2018年1月23日　スピリチュアルケア研究講演会「生老病死に寄り添う
たましいのケア̶̶ “いま” を生きること，“これから” を見つめること」
第2回「自分らしさを求めるスピリチュアリティ̶̶ 乳がんの医療現場か
ら」（聖学院大学ヴェリタス館教授会室）【参加者25名】
講演：尹　　玲花（mammaria tsukiji 院長）
司会：田村　綾子（聖学院大学人間福祉学部人間福祉学科教授，社会
福祉士・精神保健福祉士，日本スピリチュアルケ
ア学会認定スピリチュアルケア師）
94
24． 2018年2月16日　キリスト教カウンセリング研究講演会「心の病をいや
す「福音家族」」（日本印刷会館）【参加者103名】
講師：晴佐久昌英（カトリック浅草教会・上野教会主任司祭）
司会：藤掛　　明（聖学院大学・同大学院教授，聖学院大学総合研究
所カウンセリング研究研究代表，臨床心理士）
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（2）共同研究
総合研究所では「共同研究規定」に基づき，研究代表者から申請された「共
同研究計画」に沿って，学内外教員，研究者がそれぞれの研究分野での研究
成果を持ち寄って「共同研究」を進めている。2017年度より研究分野が整理・
統合され，現在は「文化総合研究センター」，「人間福祉総合研究センター」，
「教育総合研究センター」の3研究分野となり，研究グループは計15擁してい
る。各研究グループは，大学，聖学院新館（駒込），外部などを会場として，
研究会，研究講演会，シンポジウムなどを開催している。
2015年度から2017年までは下記の13の研究グループが活動した。なお，研
究者の肩書は発表当時のものである。
■文化総合研究センター■
1　韓国長老会神学大学校との学術交流による研究〈日韓神学者学術会議〉
2008年9月19日に韓国長老会神学大学校との間に交流協定が締結され，2009
年3月に韓国長老会神学大学校と共催の第1回日韓神学者学術会議がソウルに
て開催された。その後，共催校で交互に開催されている。
2015年度
（1）2015年度11月20日
日韓神学シンポジウム2015（第5回日韓神学者学術会議）
「和解と連帯——東アジア共同体に向けて」（“Reconciliation and Solidarity: 
Toward the East Asian Community”）
会場：長老会神学大学校（韓国・ソウル）
2016年度
（1）2016年11月18日
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日韓神学シンポジウム2016（第6回日韓神学者学術会議）
「告解と赦しと和解の神学形成」
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者63名】
セッションⅠ
講演：江藤　直純（ルーテル学院大学学長・教授）
「告解と赦しと和解の神学試論——ボンヘッファーに学びつつ」
コメント：ペク・チュンヒョン（長老神学大学校　助教授）
セッションⅡ
講演：ユン・チョルホ（長老会神学大学校教授）
「和解の神学」
コメント：関根　清三（聖学院大学大学院特任教授）
2017年度
（1）2017年11月18日
日韓神学シンポジウム2017（第7回日韓神学者学術会議）
「宗教改革500周年を迎えて——プロテスタント教会とローマ・カトリッ
ク教会との関係」
会場：長老会神学大学校（韓国・ソウル）
研究成果公開
第6回の主題講演，コメントなどは『総合研究所紀要』に掲載された。第4
回・第6回の主な内容は英訳され、下記の聖学院大学出版会発行の書籍に収録
されている。
1） 第6回神学者会議：『総合研究所紀要』63号 , pp.13—96, 2016
2） 〈A Theology of Japan: Monograph Series 10〉Edited by Brian Byrd and 
Mitsuharu Akudo. Japanese and Korean Theologians in Dialogue: Establishing 
the Dignity of Life / Forming a Theology of Confession, Forgiveness, and 
Reconciliation. （Seigakuin University Press, 2017）
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2　東日本大震災神学研究（社会倫理研究）
（研究代表：阿久戸光晴 聖学院大学大学院教授）
「東日本大震災神学研究会」は神学・キリスト教社会倫理の観点から，大震
災を機に浮かび上がった，日本の教会と社会に対する問いかけについて，教
派を超えて共に考え，語り合う場として設けられ，活動を継続してきた。2016
年度からは「いのちの神学研究」として新たな研究を始めることとなった。
〈研究組織〉（2015年度時）
氏　名 所　属　・　職　名 ［研究分担・構成員］
阿久戸光晴 学校法人聖学院理事長・院長，聖学院大学大学院教授，聖学
院大学総合研究所副所長兼所長代行［研究代表］
藤原　淳賀 聖学院大学基礎総合教育部教授［研究員］
柳田　洋夫 聖学院大学人文学部日本文化学科准教授［研究員］
ブライアン・バード　聖学院大学総合研究所特任講師［研究員］
髙橋　義文 聖学院大学大学院客員教授［研究員］
松本　　周 聖学院大学基礎総合教育部助教［研究員］
小松﨑利明 聖学院大学政治経済学部政治経済学科助教［研究員］
福嶋　裕子 青山学院大学准教授［客員研究員］
平野　克己 日本基督教団代田教会牧師［客員研究員］
品川　謙一 日本福音同盟［客員研究員］
2015年度
（1）2015年6月26日
第1回東日本大震災神学研究会「生き残りの者と死者の救済——東日本
大震災後の「死の陰の谷」の希望」
発題：阿久戸光晴（聖学院大学政治経済学科教授）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者10名】
（2）2015年11月6日
第2回 組織神学研究・東日本大震災神学研究共催「賀川豊彦の関東大震
災被災者支援と神の国思想」
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小川　　真（日本同盟基督教団世田谷中央教会牧師・キリスト者学生会 
関東地区責任主事）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者9名】
発題：
（3）2016年2月10日
第3回東日本大震災神学研究会「教派を超えた震災支援日本基督教団磐
城教会への物資救援」
発題：郷家一二三（前日本ホーリネス教団委員長，坂戸キリスト教会牧
師）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者15名】
△
いのちの神学研究
2016年度・2017年度　休会
■東日本大震災国際神学シンポジウム■
2011年3月11日の東日本大震災の後，米国フラー神学大学院から「日本の
教会を支援をしたい」という提案があった。フラーとの対話の中で，この大震
災を神学的に捉え，信徒にわかる平易な言葉で神学を語り教会に仕える神学シ
ンポジウムの必要が認識され，東日本大震災国際神学シンポジウムを開催する
こととなった。主催は主流派キリスト教を代表して聖学院大学，福音派キリス
ト教を代表して東京基督教大学，そして現場の支援連絡会である東日本大震災
救援キリスト者連絡会（DRCnet）が行い，フラーは脇から支えたいというこ
とで共催という形をとった。主催団体から実行委員会が立ち上げられた。ま
た趣旨に賛同してくださった協賛，後援団体から代表者会議が組織され，ア
ドバイザリー・グループとなった。教派，教団を超えて参加を呼びかけ，2012
年3月23日に「いかにしてもう一度立ちあがるか——これからの100年を見据
えて（How can we start again ? Centurial Vision for Post-disaster Japan）」とい
うテーマで，第一回東日本大震災国際神学シンポジウムが持たれた。これが3
年間を通したテーマとなった。第二回シンポジウムが2013年3月27日に「苦
難に寄り添い前に向かう教会（The Church: Embracing the Sufferers, Moving 
Forward）」をテーマとして持たれ，第三回シンポジウムが 2014年 2月 15
日，17日に「苦難を通し，壁を越えて，次の世代へ（Raisin Leaders through 
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Sufferings beyond Walls）」をテーマとして行われた。またこの年は神戸でも
同様のシンポジウムを2月13日に行った。第四回シンポジウムは2016年2月
29日，3月1日の2日間にわたり，「キリストさんと呼ばれて : この時代，この
地でキリスト者であること（Being Called “Kirisuto-san”: Re-visiting Christian 
Identity in Post-disaster Japan）」をテーマとして行われた。
聖学院大学は，第1回から第4回まで，経済的にも，人的にも，また出版の
面でも，主催団体として国際神学シンポジウムを支えてきたが，2016年度よ
り賛助団体として協力をすることとなった。
〈東日本大震災国際神学シンポジウム実行委員〉（2015年度時）
東京基督教大学：倉沢　正則，伊藤　天雄
聖学院大学：藤原　淳賀，山本　俊明［11～13年度］，
　木下　　元［14年度～］
東日本大震災救援キリスト者連絡会（DRCnet）：中台　孝雄，榊原　　寛，
　高橋　和義［11年度］，品川　謙一，松下　瑞子
〈東日本大震災国際神学シンポジウム代表者会議〉（2015年度時）
グレン・スタッセン（フラー神学校）
ホアン・マルティネス（フラー神学校）
メアリー・ギヴン（フラー神学校）
小倉　義明（聖学院キリスト教センター）［11年度］
一場茉莉子（フラー神学校（伝道師））
中台　孝雄（日本福音同盟（JEA））
安藤　能成（日本同盟基督教団）
朝岡　　勝（日本同盟基督教団）
東野　尚志（日本基督教団，聖学院大学）
道家　紀一（日本基督教団）
加藤　　誠（日本バプテスト連盟）
濱野　道雄（日本バプテスト連盟）
米内　宏明（日本バプテスト教会連合国分寺バプテスト教会）
三好　　明（日本キリスト教会神学校）
伊藤　　悟（青山学院大学宗教主任会）
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川上　直哉（東北ヘルプ）
住吉　英治（いわきCERSネット）
森谷　正志（仙台バプテスト神学校）
菊地　　順（聖学院大学）
倉沢　正則（東京基督教大学）
広瀬　　薫（東京基督教大学）
伊藤　天雄（東京基督教大学）
高橋　和義（DRCnet東日本大震災救援キリスト者連絡会）
品川　謙一（DRCnet東日本大震災救援キリスト者連絡会）
松下　端子（DRCnet東日本大震災救援キリスト者連絡会）
大木　英夫（聖学院大学総合研究所）［11～12年度］
藤原　淳賀（聖学院大学総合研究所）
山本　俊明（聖学院大学総合研究所）［11～13年度］
木下　　元（聖学院大学）［13年度～］
2015年度
（1）2016年2月29日・3月1日
第4回東日本大震災国際神学シンポジウム 
「キリストさんと呼ばれて——この時代，この地でキリスト者である
こと」（Being called “Kirisuto-san”: Re-visiting Christian Identity in Post-
disaster Japan）
会場：お茶の水クリスチャンセンター8階チャペル【参加者104名（2/29），
72名（3/1）】
2016年度より賛助団体として協力。
研究成果公開
シンポジウムの報告は『聖学院大学総合研究所紀要』に掲載された。
1） 第四回東日本大震災国際神学シンポジウム
『総合研究所紀要』62号，pp.15—109, 2016
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3　組織神学研究（神学学術研究）
（研究代表：菊地　順 聖学院大学政治経済学部教授）
明治以後の日本の知性は「神学なき近代化」によって特徴づけられている。
その理由は日本の社会的状況や知的状況にも求められるであろうが，むしろ神
学内部の問題であった。新しい世紀の始まり，新しいミレニアムの始まりにい
ま一度神学のアクチュアリティを問い直し，神学の復権に奉仕するために組織
神学研究が始まった。2006年から2008年までは組織神学連続講座の開設や講
演会，日韓神学者交流（日韓神学者会議）などが行われた。また，2008年9月
19日に韓国長老会神学大学校との間に交流協定が締結され，2009年3月に韓国
長老会神学大学校と共催の第1回日韓神学者学術会議がソウルにて開催された。
その後，共催校で交互に開催されている。2010年度から2012年度においては，
長老会神学大学校との協定に基づき，日韓教会交流史研究内にて「日韓キリス
ト教会交流（関係）史に関する日韓共同研究」が行われた。2014年度からは
日韓神学者学術会議を中心とした研究活動が行われた。2016年度の改組によ
り，「韓国長老会神学大学校との学術交流による研究〈日韓神学者会議〉」は独
立した研究グループとなっている。
〈研究組織〉（2015～2016年度時）
氏　名 所　属　・　職　名 ［研究分担・構成員］
阿久戸光晴 学校法人聖学院理事長・院長，聖学院大学大学院教授，聖学
院大学総合研究所副所長兼所長代行（2015年度）［研究代表］
松本　　周 聖学院大学基礎総合教育部助教［研究代表補佐，渉外担当］
髙橋　義文 聖学院大学大学院客員教授，聖学院大学総合研究所副所長
（2016年度所長）［研究員］
藤原　淳賀 聖学院大学基礎総合教育部教授［研究員］
鄭　　鎬碩 聖学院大学基礎総合教育部特任講師［翻訳担当］
洛　　雲海 聖学院大学客員教授（日韓現代史研究），長老会神学大学校
助教授［在外］［研究員］
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（2017年度時）
菊地　　順 聖学院大学政治経済学部教授，大学チャプレン，政治経済学
部チャプレン［研究代表］
髙橋　義文 聖学院大学大学院客員教授，聖学院大学総合研究所副所長
［研究代表補佐］
2015年度
（1）2015年5月26日
第1回組織神学研究会「非宗教的社会の宗教的価値——日本のキリスト
教と『選択』」
発題：清水　正之（聖学院大学学長・教授）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者18名】
（2）2015年11月6日
第2回 組織神学研究・東日本大震災神学研究共催「賀川豊彦の関東大震
災被災者支援と神の国思想」
発題：小川　　真（日本同盟基督教団世田谷中央教会牧師・キリスト者
学生会 関東地区責任主事）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者9名】
（3）2015年12月11日
第3回組織神学研究会「『東北アジア公同教会』の現実と課題」
発題：朴　　憲郁（東京神学大学教授）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者12名】
2016年度
（1）2016年7月1日
第1回組織神学研究会「『2015年長老会神学大学校神学声明』について」
発題：洛　　雲海（韓国・長老会神学大学校助教授，韓国・セムナン教
会協力牧師，日本基督教団派遣宣教師）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者6名】
2017年度
休会
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研究成果公開
1） 2015年度第3回組織神学研究会
 朴　憲郁「『東北アジア公同教会』の現実と課題」
 『総合研究所紀要』61号，pp.13—32, 2016
2） 2016年度第1回組織神学研究会
 洛　雲海「『2015年長老会神学大学校神学声明』について」
 『総合研究所紀要』64号，pp.17—47, 2018
4　日本文化研究（日本文化学研究）
（研究代表：清水正之 聖学院大学人文学部日本文化学科教授）
旧［グローバリゼーションの文脈における総合的日本研究］が2015年度よ
り日本文化研究会に名称変更し，研究活動を開始した。
〈研究組織〉（2017年度時）
氏　名 所　属　・　職　名 ［研究分担・構成員］
清水　正之 聖学院大学人文学部日本文化学科教授［研究代表］
村松　　晋 聖学院大学人文学部日本文化学科教授［研究代表補佐］
2015年度
（1）2015年6月19日
第1回日本文化研究会「『近代日本精神史の位地相——キリスト教をめ
ぐる思索と経験』合評・討論会」
清水　　均（聖学院大学人文学部長）第2章—第3章
島田　由紀（聖学院大学欧米文化学科准教授）第8章—第10章
村松　　晋（聖学院大学日本文化学科教授・学科長）コメント
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者10名】
2016年度
（1）2017年3月1日
第1回グローバリゼーションと日本文化研究会「日本における貞観の治」
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受容と文章経国思想」
発題：木下　綾子（聖学院大学人文学部日本文化学科准教授）
会場：聖学院大学4号館4階4402教室（第一会議室）【参加者13名】
2017年度
（1）2018年2月28日
第1回グローバリゼーションと日本文化研究会「河合栄次郎の理想主義
的社会主義」
発題：松井慎一郎（聖学院大学人文学部日本文化学科准教授）
会場：聖学院大学4号館4階4403教室（第二会議室）【参加者16名】
研究成果公開
1） 2015年度 第1回日本文化研究会
 「『近代日本精神史の位相 キリスト教をめぐる思索と経験』合評・討論
会」
 『総合研究所Newsletter』Vol.25—1, pp.47—48, 2015
2） 2016年度グローバリゼーションと日本文化研究会
 「日本における「貞観の治」受容と文章経国思想」報告
 『総合研究所Newsletter』Vol.27—1, pp.49, 2017
3） 2017年度グローバリゼーションと日本文化研究会
 「河合栄次郎の理想主義的社会主義」報告
 『総合研究所Newsletter』Vol.27—2, pp.83, 2018
5　ラインホールド・ニーバー研究
（研究代表：髙橋義文 聖学院大学大学院客員教授）
ラインホールド・ニーバーを，神学的，政治学的，社会学的に包括的に研究
し，その特質と普遍的・現代的意義，とりわけ現代および将来の日本に対する
意義を明らかにする。本研究室はラインホールド・ニーバー研究センター内
において，長年，ラインホールド・ニーバー研究室として研究がなされてき
た。2011年から2013年度までは，日本学術会議科学研究費補助金（基盤研究
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B）による研究，「ラインホールド・ニーバーの宗教・社会・政治思想の研究」
（課題番号：23320025）が行われた。2014年度からは名称を人文科学研究と改
めたが，ラインホールド・ニーバー研究を主軸にし，継続した研究が行われて
いる。
※2015年より，旧名称「ラインホールド・ニーバー研究」に再改変。
〈研究組織〉（2017年度時）
氏　名 所　属　・　職　名 ［研究分担・構成員］
髙橋　義文 聖学院大学大学院客員教授，総合研究所副所長［研究代表］
武田　清子 国際基督教大学名誉教授，ラインホールド・ニーバー研究セ
ンター名誉センター長［研究代表（名誉）］
柳田　洋夫 聖学院大学人文学部日本文化学科准教授，人文学部チャプレ
ン［研究代表補佐］
五十嵐成見 聖学院大学人間福祉学部助教，人間福祉学部チャプレン［研
究員］
2015年度（研究会）
（1）2015年7月27日
第1回研究会「ラインホールド・ニーバーにおけるリベラリズム——確
認と再考」
発題：髙橋　義文（聖学院大学大学院客員教授）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者17名】
（2）2015年12月7日
第2回研究会「リベラリズムの出来と陥穽——プラグマティズムにたど
りつくまで，そしてその先へ」
発題：谷口隆一郎（聖学院大学政治経済学部教授）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者12名】
2016年度（研究会）
（1）2016年7月25日
第1回研究会「マーティン・ルーサー・キング・ジュニアの「夢」演説
と説教」
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発題：森田美千代（聖学院大学大学院客員教授）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者16名】
（2）2016年12月5日
第2回研究会「ラインホールド・ニーバーにおける集団の罪」
発題：長倉　　基（日本基督教団藤沢北教会牧師）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者12名】
2017年度（研究会）
（1）2017年7月24日
第1回研究会「ニーバーと宗教改革——カトリック，ルネサンス，セク
ト的プロテスタンティズムとの関連において」
発題：髙橋　義文（聖学院大学大学院客員教授）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者19名】
（2）2017年12月4日
第2回研究会「「知的自伝」（Intellectual Autobiography）から見るニー
バー神学の特質」
発題：五十嵐成見（聖学院大学人間福祉学部チャプレン・助教）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者10名】
研究成果公開
1） 2015年度第1回ラインホールド・ニーバー研究会
 「ラインホールド・ニーバーにおけるリベラリズム——確認と再考」
 『総合研究所Newsletter』Vol.25—1, pp.54—55, 2015
2） 2015年度第2回ラインホールド・ニーバー研究会
 「リベラリズムの出来と陥穽——プラグマティスムにたどりつくまで，
そしてその先へ」
 『総合研究所Newsletter』Vol.25—3, pp.26—27, 2015
3） 2016年度第1回ラインホールド・ニーバー研究会
 「マーティン・ルーサー・キング・ジュニアの『夢』演説と説教」
 『総合研究所Newsletter』Vol.26—1, pp.26, 2016
 『総合研究所紀要』62号，pp.113—139, 2016
4） 2016年度第2回ラインホールド・ニーバー研究会
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 「ラインホールド・ニーバーにおける集団の罪」
 『総合研究所Newsletter』Vol.26—3, pp.19, 2016
5） 2017年度第1回ラインホールド・ニーバー研究会
 「ニーバーと宗教改革——カトリック，ルネサンス，セクト的プロテス
タンティズムとの関連において」
 『総合研究所Newsletter』Vol.27—1, pp.57, 2017
6） 2017年度第2回ラインホールド・ニーバー研究会
 「『知的自伝』（Intellectual Autobiography）から見るニーバー神学の特筆」
 『総合研究所Newsletter』Vol.27—2, pp.73, 2018
 『総合研究所紀要』64号，pp.48—77, 2018
6　埼玉税法研究（税法研究）
（会長：吉川保弘 聖学院大学大学院政治政策学研究科特任教授）
本研究は，2015年より，「上尾を基盤とした税法研究の促進を目的としたシ
ンポジウム及び研究会の開催」，「大学院政治政策学研究科修了者のネットワー
ク構築」，「埼玉県等の近隣税理士事務所への本学アピール」という趣旨で始
まった。
〈研究組織〉（2017年度時）
氏　名 所　属　・　職　名 ［研究分担・構成員］
平石雄一郎 元聖学院大学大学院特任教授［名誉会長］
岸田　貞夫 聖学院大学大学院客員教授［名誉副会長］
平　　修久 聖学院大学大学院政治政策学研究科長代行［会長補佐］
柴田　武男 聖学院大学大学院政治政策学研究科教授［事務局長］
木村　裕二 聖学院大学大学院政治政策学研究科特任講師［副事務局長］
2015年度
（1）2015年9月12日
第1回埼玉税法研究講演会「国際課税の現状と課題」
基調講演：吉川　保弘（聖学院大学大学院政治政策学研究科特任教授）
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会場：聖学院大学4号館4階4401教室【参加者57名】
2016年度
（1）2016年4月23日
第1回埼玉税法研究講演会「税務行政の現状と課題」
基調講演：野田扇三郎（聖学院大学大学院政治政策学研究科特任教授，
税理士）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者54名】
（2）2016年10月29日
第2回埼玉税法研究会「税法周辺の法」
基調講演：木村　裕二（聖学院大学大学院政治政策学研究科特任講師，
弁護士・税理士）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者49名】
2017年度
（1）2017年5月13日
第1回埼玉税法研究会「破産法の実務と課題——同時廃止手続きを中心
に」
基調講演：木村　裕二（聖学院大学大学院政治政策学研究科特任講師，
弁護士・税理士）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者40名】
（2）2017年11月25日
第2回埼玉税法研究会「企業グローバル化にともなう源泉所得税問題」
基調講演：野田扇三郎（聖学院大学大学院政治政策学研究科特任教授，
税理士）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者42名】
研究成果公開
1） 2015年度 埼玉税法研究講演会
 平石雄一郎先生聖学院大学名誉教授就任記念講演会
 『総合研究所Newsletter』Vol.25—2, pp.13—15, 2015
2） 2016年度 第1回埼玉税法研究会
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 『総合研究所Newsletter』Vol.26—1, pp.23, 2016
3） 2016年度 第2回埼玉税法研究会
 『総合研究所Newsletter』Vol.26—2, pp.28—29, 2016
4） 2017年度 第1回埼玉税法研究会
 〔関東信越税理士会 二時間認定研修〕
 「破産法の実務と課題——同時廃止手続きを中心に」
 『総合研究所Newsletter』Vol.27—1, pp.52—53, 2017
5） 2017年度 第2回埼玉税法研究会
 〔関東信越税理士会 二時間認定研修〕
 「企業グローバル化にともなう源泉所得税問題」
 『総合研究所Newsletter』Vol.27—2, pp.72—73, 2018
■人間福祉総合研究センター■
7　スピリチュアルケア研究（カウンセリング研究センター）
スピリチュアリティ（霊性）の構造分析と病む人へのケア学研究
（研究代表：田村綾子 聖学院大学人間福祉学部教授）
近年我が国でもスピリチュアルケアの必要性に気づき始め研究が開始され
た。スピリチュアルケアの実践に向けて，スピリチュアルケアの「定義」が今
大きな課題になっている。研究の主な課題はスピリチュアリティ（霊性）を歴
史的・文化的・臨床的に考察しながら，臨床の現場で使えるスピリチュアルケ
アを創出することである。スピリチュアリティの構造分析をすることで，臨床
に使えるスピリチュアルケアの方法が明らかになった。病む人へのスピリチュ
アルケアの学際的研究を行った。当該研究には理論家と実践家の2種類の研究
者が参加。スピリチュアリティ（霊性）について歴史的・文化的研究者と，実
践家による両研究家が対話を繰り返しながら，スピリチュアリティの本質を構
造的に明確にした。スピリチュアリティ（霊性）が構造的に分析されることで
今後の終末期医療におけるスピリチュアルケアの具体化に確実に貢献すること
ができた。
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〈研究組織〉（2017年度時）
氏　名 所　属　・　職　名 ［研究分担・構成員］
田村　綾子 聖学院大学人間福祉学部人間福祉学科教授［研究代表］
窪寺　俊之 聖学院大学大学院客員教授，元カウンセリング研究センター
長［研究員］
竹渕　香織 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授［研究員］
松本　　周 日本キリスト教団中京教会牧師［研究員］
小森　英明 浄土真宗高田派僧侶，武蔵野大学仏教文化研究所研究員［研
究員］
2015年度（研究会・講演会）
（1）2015年4月24日　スピリチュアルケア研究講演会
「心へのケアといやし——スピリチュアリティーとは」
講演：アルフォンス・デーケン［Alfons Deeken］（上智大学名誉教授）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者116名】
（2）2015年7月22日　スピリチュアルケア研究会
「金子みすゞのスピリチュアリティと精神病理」
窪寺　俊之（聖学院大学大学院教授）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者5名】
（3）2015年11月24日　スピリチュアルケア研究会
「私はこのように生きてきました——ささやかな自己開示を通して」
助川　征雄（聖学院大学大学院客員教授）
会場：聖学院大学4号館4階4405教室【参加者13名】
（4）2016年1月15日　スピリチュアルケア研究講演会
「平和とスピリチュアリティ——21世紀社会へのスピリチュアリティ論
の貢献」
講演：阿久戸光晴（聖学院大学教授）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者62名】
2016年度（研究会・講演会）
（1）2016年10月7日　スピリチュアルケア研究講演会
「認知症の人と介護者へのスピリチュアルケア」
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講演：佐々木　炎（中原キリスト教会牧師／主任介護支援専門員）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者64名】
（2）2017年1月20日　スピリチュアルケア研究講演会
「病いを生きる人へのスピリチュアルケア」
講演：窪寺　俊之（聖学院大学大学院客員教授）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者64名】
（3）2017年1月23日　スピリチュアルケア研究会
「聖書の祈りとスピリチュアルケア」
左近　　豊（日本キリスト教団美竹教会牧師）
会場：聖学院新館［駒込］2階集会室【参加者12名】
2017年度（研究会・講演会）
（1）2017年7月21日　スピリチュアルケア研究講演会
「人生の締めくくりに寄り添うたましいのケア——生と死に向き合うこ
との現実」
講演：西村　和江（救世軍ブース記念病院，老人保健施設グレイス，特
養恵みの家チャプレン長）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者62名】
（2）2018年1月23日　スピリチュアルケア研究講演会
「生老病死に寄り添うたましいのケア—— “いま” を生きること，“これ
から” を見つめること」
講演：尹　　玲花（mammaria tsukiji 院長）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者25名】
研究成果公開
研究会・講演会・シンポジウムの一部は〈スピリチュアルケアを学ぶ〉シ
リーズに収録され，聖学院大学出版会より刊行されている。
実施報告は『総合研究所Newsletter』に掲載。
2015年度から2017年度における書籍刊行は下記のとおり。
〈スピリチュアルケアを学ぶ〉シリーズ　窪寺俊之編著
スピリチュアルケアを学ぶ6『スピリチュアルケアの心——いのちを育む力・
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委ねる力』（2016年2月15日発行）
スピリチュアルケアを学ぶ7『スピリチュアルな存在として——人間観・価
値観の問い直し』（2016年10月31日発行）
〈A Theology of Japan: Monograph Series 10〉Edited by Brian Byrd and 
Mitsuharu Akudo. Japanese and Korean Theologians in Dialogue: Establishing 
the Dignity of Life / Forming a Theology of Confession, Forgiveness, and 
Reconciliation. （Seigakuin University Press, 2017）
 （117—122頁に阿久戸光晴「平和とスピリチュアリティ」の英語版あり）
8　カウンセリング研究（カウンセリング研究センター）
（研究代表：藤掛　明 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科教授）
カウンセリング研究では，「カウンセリングシンポジウム」「キリスト教カウ
ンセリング研究講演会」を開催し，心の癒しや成長のために多様な視点から研
究している。また補助活動事業である「心理相談室グリーフケア・ルーム」な
どでのカウンセリングを通じて，心理学的な実践・研究を行っている。
〈研究組織〉（2017年度時）
氏　名 所　属　・　職　名 ［研究分担・構成員］
藤掛　　明 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科教授，カウンセリン
グ研究センター心理相談グリーフケアルーム相談室長代行，
臨床心理士［研究代表］
村上　純子 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科教授，カウンセリン
グ研究センター心理相談グリーフケアルームカウンセラー，
臨床心理士［研究員］
堀　　　肇 カウンセリング研究センター牧会電話相談カウンセラー，臨
床パストラルスーパーバイザー［研究技術者］
花野井百合子 カウンセリング研究センター心理相談グリーフケアルームカ
ウンセラー，臨床心理士［研究技術者］
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2015年度（シンポジウム）
（1）2015年11月13日
カウンセリングシンポジウム「物語に学ぶ心の世界・再び」
藤掛　　明（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授），堀　　
肇（カウンセリング研究センター牧会電話相談カウンセラー），村上　
純子（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者46名】
詳しい報告は『総合研究所Newsletter』Vol.25—2, p.21, 2015に掲載。
（2）心理相談グリーフケア・ルームでのカウンセリング活動
村上　純子（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授）：18回，
延べ26名
小渕　朝子（臨床心理士）：19回，延べ24名
2016年度（シンポジウム・講演会）
（1）2016年11月11日
カウンセリングシンポジウム「物語に学ぶ心の世界——生きるための知
恵」
堀　　　肇（聖学院大学総合研究所特別研究員），藤掛　　明（聖学院
大学人間福祉学部こども心理学科准教授），村上　純子（聖学院大学人
間福祉学部こども心理学科准教授）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者44名】
詳しい報告は『総合研究所Newsletter』Vol.26—2, p.30, 2016に掲載。
（2）2017年2月17日
キリスト教カウンセリング研究講演会「現代人のメンタルを救うのは誰
か——医療，経済，宗教を考える」
香山　リカ（精神科医・立教大学現代心理学部映像身体学科教授）
会場：日本印刷会館【参加者88名】
詳しい報告は『総合研究所Newsletter』Vol.26—3, p.26, 2016に掲載。
（3）心理相談グリーフケア・ルームでのカウンセリング活動
村上　純子（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授）：18回，
延べ27名
花野井百合子（臨床心理士）：32回，延べ47名
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2017年度（シンポジウム・講演会）
（1）2017年11月10日
カウンセリングシンポジウム「信仰者に読んでほしい3冊&求道者に読
んでほしい3冊」
香山　リカ（精神科医・立教大学現代心理学部映像身体学科教授）
藤掛　　明（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科教授）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者68名】
詳しい報告は『総合研究所 Newsletter』Vol.27—2, pp.70—71, 2018に掲載。
（2）2018年2月16日
キリスト教カウンセリング研究講演会「心の病をいやす「福音家族」」
晴佐久昌英（カトリック浅草教会・上野教会主任司祭）
会場：日本印刷会館【参加者103名】
詳しい報告は『総合研究所 Newsletter』Vol.27—2, p.80, 2018に掲載。
（3）心理相談グリーフケア・ルームでのカウンセリング活動
村上　純子（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授）：18回，
延べ21名
花野井百合子（臨床心理士）：32回，延べ36名
9　牧会心理研究（カウンセリング研究センター）
日本における宗教指導者のメンタル・ヘルスに関する臨床心理学的研究
（研究代表：藤掛　明 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科教授）
牧会心理研究では，日本におけるキリスト教指導者のメンタルヘルスに関す
る臨床心理学的な研究に取り組んでいる。「牧会サマーセミナー」「牧会心理研
究会」（年6回）を開催し，主に牧師の関わる相談事例の解明や牧師のメンタ
ルヘルスのあり方などについて，検討・研究を続けている。
〈研究組織〉（2017年度時）
氏　名 所　属　・　職　名 ［研究分担・構成員］
藤掛　　明 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科教授，カウンセリン
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グ研究センター心理相談グリーフケアルーム相談室長代行，
臨床心理士［研究代表］
村上　純子 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科教授，カウンセリン
グ研究センター心理相談グリーフケアルームカウンセラー，
臨床心理士［研究員］
堀　　　肇 カウンセリング研究センター牧会電話相談カウンセラー，臨
床牧会スーパーバイザー［研究技術者］
根田　祥一 クリスチャン新聞顧問［研究員］
林部　太郎 ウェスレアン・ホーリネス教団・旭キリスト教会牧師［研究
員］
山口　紀子 日本キリスト教団ホーリネスの群 更生教会牧師［研究員〕
松谷　信司 キリスト新聞編集長［研究員］
遠藤　京子 日本ホーリネス教団 鶴見教会牧師［研究員］
工藤　章洋 日本ホーリネス教団 南つくばキリスト教会牧師〔研究員］
2015年度（研究会）
（1）研究会
〈牧会心理研究第1グループ〉
第1回　2015年5月21日
根田　祥一（百万人の福音 クリスチャン新聞）
会場：聖学院大学内【参加者5名】
第2回　2015年10月8日
藤掛　　明（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授）
会場：聖学院大学内【参加者3名】
第3回　2016年1月14日
松下　潤子（日本キリスト教団　石岡教会）
会場：聖学院大学内【参加者4名】
〈牧会心理研究第2グループ〉
第1回　2015年5月29日
藤掛　　明（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授）
会場：聖学院大学内【参加者5名】
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第2回　2015年9月25日
遠藤　京子（日本ホーリネス教団　鶴見教会）
会場：聖学院大学内【参加者5名】
第3回　2016年2月5日
齊藤　善樹（東京聖書学院教会）
会場：聖学院大学内【参加者4名】
2016年度（研究会）
（1）研究会
〈牧会心理研究第1グループ〉
第1回　2016年4月14日
岩井　基雄（清瀬福音自由教会）
会場：聖学院大学内【参加者6名】
第2回　2016年7月14日
藤掛　　明（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授）
会場：聖学院大学内【参加者4名】
第3回　2017年1月26日
林部　太郎（旭キリスト教会）
会場：聖学院大学内【参加者6名】
〈牧会心理研究第2グループ〉
第1回　2016年5月20日
齊藤　善樹（東京聖書学院教会）
会場：聖学院大学内【参加者7名】
第2回　2016年9月23日
藤掛　　明（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授）
会場：聖学院大学内【参加者6名】
第3回　2017年2月10日
藤掛　　明（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授）
会場：聖学院大学内【参加者5名】
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2017年度（研究会）
（1）研究会
〈牧会心理研究第1グループ〉
第1回　2017年5月25日
山口　紀子（日本キリスト教団　更生教会）
会場：聖学院大学内【参加者6名】
第2回　2017年9月14日
岩井　基雄（清瀬福音自由教会）
会場：聖学院大学内【参加者6名】
第3回　2018年2月1日
山口　紀子（日本キリスト教団　更生教会）
会場：聖学院大学内【参加者6名】
〈牧会心理研究第2グループ〉
第1回　2017年5月25日
齊藤　善樹（東京聖書学院教会）
会場：聖学院大学内【参加者6名】
第2回　2017年9月8日
金田佐久子（日本基督教団　西川口教会）
会場：聖学院大学内【参加者7名】
第3回　2018年2月9日
遠藤　京子（日本ホーリネス教団　鶴見教会）
会場：聖学院大学内【参加者5名】
2010年度より研究会は2つのグループに分かれて継続して行われている。参
加者の多様な問題意識に基づき，牧師として直面している多くの体験が分かち
合われた。1人の担当者が，困難を覚えている（あるいは，過去において困難
を覚えた）事例やトピックスを報告し，全体で分かち合うかたちで続けられ
た。毎回，語り合う内容は多岐に及び，かつ参加者によりいろいろな感想が交
換されるのであるが，思いのほか似た体験の披露があり，不思議な慰めと新た
な洞察を得ている。また，研究会の終わりに，臨床心理学の立場から筆者が，
提供された事例やトピックスに対して，短いコメントを述べている。毎回，取
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り上げられる事例やトピックスは多岐に渡るものの，信徒との人間関係，病者
との人間関係，同業者との人間関係など，つくづく牧会者が「人間関係」に直
面しながら活動する専門家であることが印象づく。また，毎回感心することで
あるが，牧会相談と心理相談の違いである。たしかに心理相談には，複雑な相
談ごとを受けるための知恵としての諸原則（契約であったり多重関係性の禁止
であったり）がある。しかし，牧会者は，そうした原則を越えて相談に応じて
いくときがままある。そのデメリットを承知の上で，なお使命に生きていこう
とする姿が見られ，それが牧会相談の難しさである。（藤掛　明）
牧会サマーセミナー報告
2015年度
2015年9月7日（月）に下記の内容にて牧会サマーセミナーを開催した。13
名の参加者があった。テーマは「牧会者の自己ケア」。
これまでのテーマに比べ，牧会の働きの領域でなく，その前提となる牧会者
自身に焦点を当て，自己ケアのあり方について，学び，分かち合うことを目指
した。
 9 ：30～10：00 開会（挨拶・自己紹介） 　藤掛　明
10：00～10：40 第一講演　堀　　肇
10：40～11：20 第二講演　村上純子
11：20～12：00 質疑応答
12：00～13：00 昼休み
13：00～15：00 グループディスカッション
15：00～16：00 報告・まとめ　窪寺俊之
2016年度
2016年9月5日（月）に下記の内容にて牧会サマーセミナーを開催した。12
名の参加者があった。テーマは「牧会者の自己ケア——時間と生活」。報告は
『総合研究所Newsletter』Vol.26—2, p.22, 2016に掲載。
2人の講演者からの話題提供があり，1人目の講演者からは牧会者の職務と
時間管理をいかにすべきか，といった話題から，心理学の交流分析の理論に基
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づく「時間の構造化」という話題まで多岐にわたるお話があった。2人目の講
演者からは，簡単な心理テストのようなものを行い，各自が自分の問題解決の
方法にはどのようなパターンがあるのかを振り返った。2人の先生の発題をも
とに質疑応答も活発になされ，参加者も自己ケアの在り方を様々に考えている
様子だった。
 9 ：30 ～ 10：00 開会（挨拶と自己紹介）　村上純子
10：00 ～ 10：50 第一講演　堀　　肇
10：50 ～ 11：20 第二講演　藤掛　明
11：20 ～ 12：00 質疑応答
12：00 ～ 13：00 昼休み
13：00 ～ 15：00 グループディスカッション
15：00 ～ 16：00 報告・まとめ　藤掛　明
2017年度
2017年9月11日（月）に下記の内容にて牧会サマーセミナーを開催した。
13名の参加者があった。テーマは「牧会者の説教と自己ケア」。報告は『総合
研究所 Newsletter』Vol.27—1, p.58, 2017に掲載。
過去の牧会サマーセミナーにおいて，いつも分かち合いの中で話題として上
がるのが「説教」であった。
そこで，今回は教職者の関心が高いと思われる「説教」をテーマとして取り
上げた。最初に参加者の簡単な自己紹介が行われ，それぞれがこのセミナーに
期待することを分かち合い，その後堀肇先生からの発題があった。
午後は5，6人の小グループに分かれ，グループごとにディスカッションを
行い，その後，再度全体で集まり，各グループからの簡単な報告とスタッフか
らのリコメント，堀先生の最後のまとめが行われた。小規模で，ゆったりと時
間を使って自分たちのニーズに合った学びができる場を，これからもぜひ続け
てほしいという参加者の言葉に，スタッフも励まされた。
 9 ：30～ 9 ：50 開会（挨拶・自己紹介）　藤掛　明
 9 ：50～11：10 第一講演　堀　　肇
11：10～11：15 休憩
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11：15～11：35 コメント　村上純子，藤掛　明
11：35～12：00 質疑応答
12：00～13：00 昼休み
13：00～15：00 グループディスカッション
15：00～16：00 報告・まとめ　村上純子，藤掛　明
10　【子どもの人格形成と絵本】研究プロジェクト　子どもの育ちと絵本研究
	 （こども心理学研究）
（研究代表：中村磐男 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科特任教授）
2012年度4月，人間福祉学部に「こども心理学科」が開設された。開設の根
底には2011年3月11日の大震災から今なお続いている人々の苦悩や苦痛，悲
しみへの深い共感がある。こどもの健やかな成長に寄り添う専門家の育成が急
務という強い思いに根ざした学科である。また，その学びを通して学生自身の
内面の成長をアシストし，困難に打ち勝つ「生きる力」を育てる。つまり，大
学本来の使命である「学ぶ力」の向上へのアプローチを目指している。そのよ
うな学生の身の内に育つ力の育成には，地域との具体的な結びつきの経験の
場が欠かせない。そこで，こども心理学科では，被災地でのこどもの心のケ
ア（スピリチュアルケア）を目的とした「絵本の読み聞かせプロジェクト」を
行っている。
絵本という文化・歴史的なモノが，読み合う活動を通して，こどもの発達，
こどもや大人の心の癒し効果があるという知見は，心理学的な手法を用いた研
究から明らかにされてきている。しかし，地域に根ざした本格的な研究知見
は，まだまだ蓄積されていない。絵本を介した活動が大人と子どもの間に生じ
る「こころ」にどう働きかけるか，また，地域支援にいかに利用することがで
きるのか，また学生の生きる力にどう貢献するのか，を明らかにしていくこと
で，絵本での支援は，心のケアのみならず，育児に悩む大人への援助，こども
の発達へのアプローチ，障害のある子どもへの学びのアプローチ，学生の生き
る力へのアプローチなど，多方面で貢献が期待できると考えられ，2012年後
半より活動が開始された。
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〈研究組織〉（2015年度時）
氏　名 所　属　・　職　名 ［研究分担・構成員］
中村　磐男 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科特任教授［研究代
表・世話人］
阿久戸光晴 学校法人聖学院理事長・院長，聖学院大学大学院教授，聖学
院大学総合研究所副所長兼所長代行［研究員・顧問］
窪寺　俊之 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科長［研究員・顧問］
牛津　信忠 聖学院大学人間福祉学部長兼大学院人間福祉学研究科長［顧
問］
石川由美子 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科教授［研究員・世話
人］
寺﨑　恵子 聖学院大学人間福祉学部学児童学科准教授［研究員］
齊藤理砂子 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科准教授［研究員］
井上　知洋 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科助教［研究員］
佐藤　朝美 愛知淑徳大学人間情報学部講師［研究協力者］
佐藤　鮎美 京都橘大学健康科学部心理学科助教［研究協力者］
齋藤　　有 ルーテル大学総合人間学部心理学科助教［研究協力者］
水谷　　勉 聖学院大学非常勤講師［研究協力者］
小林　久常 高崎健康福祉大学人間発達学部子ども教育学科特任教授［研
究協力者］
〈地域連携研究協力者〉
上尾市読書活動推進センター
埼玉県特別支援教育課
聖学院大学総合図書館
聖学院大学アドミッション課
2015年度（ワークショップ）
（1）2015年6月6日
【子どもの人格形成と絵本】研究プロジェクト　子どもの育ちと絵本研
究会研究ワークショップ
「ふれあい・ことば・あそび」
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加藤みや子（舞踊家，現代舞踊協会理事，日本大学芸術学部講師）
会場：聖学院大学体育館1階アリーナ【参加者61名】
2016・2017年度
活動なし
研究成果公開
1） 【子どもの人格形成と絵本】研究プロジェクト　子どもの育ちと絵本研
究会研究ワークショップ
 「ふれあい・ことば・あそび」，『総合研究所 Newsletter』Vol.25—1, pp.45—  
46, 2015
■教育総合研究センター■
11　〈児童〉における「総合人間学」の試み研究（児童学研究）
（研究代表：鎌原雅彦 聖学院大学人間福祉学部児童学科教授）
1）人間学基礎研究，心理学的側面からのアプロ一チ
2）文化論的側面からのアプローチ
3）保育学的側面からのアプローチ
4）福祉学的側面からのアプローチ
5）キリスト教教育からのアプローチ
人間基礎研究を起点として〈児童〉に対する5つの視点からの研究的アプ
ローチを行い，それらの関係交錯を経て〈児童〉における「総合人間学」につ
いて研究を行っている。
〈研究組織〉（2015～2016年度時）
氏　名 所　属　・　職　名 ［研究分担・構成員］
村山　順吉 聖学院大学人間福祉学部児童学科学科長，聖学院小学校校長
［研究代表］
田澤　　薫 聖学院大学人間福祉学部児童学科副学科長兼学科長代行［研
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究代表補佐］
阿久戸光晴 学校法人聖学院理事長・院長，聖学院大学大学院教授，聖学
院大学総合研究所副所長兼所長代行［研究員］
鈴木　　明 大東文化大学スポーツ・健康科学部教授［研究員］
森下みさ子 白百合女子大学文学部児童文化学科教授［研究員］
鎌原　雅彦 聖学院大学人間福祉学部児童学科教授［研究員］
喜田　　敬 聖学院大学人間福祉学部児童学科教授［研究員］
小池　茂子 聖学院大学人間福祉学部児童学科教授［研究員］
山口　　博 聖学院大学人間福祉学部児童学科特任教授［研究員］
相川　徳孝 聖学院大学人間福祉学部児童学科准教授［研究員］
佐藤　千瀬 聖学院大学人間福祉学部児童学科准教授［研究員］
寺﨑　恵子 聖学院大学人間福祉学部児童学科准教授［研究員］
広瀬　歩美 聖学院大学人間福祉学部児童学科助教［研究員］
市村　和子 聖学院大学人間福祉学部児童学科特任講師［研究員］
川瀬　敏行 聖学院大学人間福祉学部児童学科特任講師［研究員］
齋藤　範雄 聖学院大学人間福祉学部児童学科特任講師［研究員］
坂本佳代子 聖学院大学人間福祉学部児童学科特任講師［研究員］
佐治由美子 聖学院大学人間福祉学部児童学科特任講師［研究員］
丸山　綱男 聖学院大学人間福祉学部児童学科特任講師［研究員］
（2017年度時）
鎌原　雅彦 聖学院大学人間福祉学部児童学科教授［研究代表］
小池　茂子	 聖学院大学人間福祉学部児童学科教授［研究代表補佐］
2015年度（研究会）
（1）2015年4月2日
第1回児童学研究会「自然を主体的に探究する力を育てる理科授業改善
の一考察」
丸山　綱雄（聖学院大学人間福祉学部児童学科特任講師）
会場：聖学院大学4号館4階4403教室（第二会議室）【参加者17名】
（2）2015年9月16日
第2回児童学研究会「子どもを観察すること・記録に書くこと・話し合
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うこと——子ども・保育・教育を語り合える観察，そして記録を目指し
て」
入江　礼子（共立女子大学教授）
会場：聖学院大学4号館4階4403教室（第二会議室）【参加者19名】
（3）2016年2月10日
第3回児童学研究会「子どもを観察すること・記録に書くこと・話し合
うこと子ども・保育・教育を語り合える観察，そして記録を目指して」
齊藤　範雄（聖学院大学人間福祉学部児童学科特任講師），市村和子
（聖学院大学人間福祉学部児童学科特任講師），相川　徳孝（聖学院大学
人間福祉学部児童学科教授）
会場：聖学院大学4号館4階4403教室（第二会議室）【参加者15名】
2016年度（研究会）
（1）2016年4月1日
第1回児童学研究会「児童学科の教育課程と「基礎実習」（その2）——
アクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善の模索」
小池　茂子（聖学院大学人間福祉学部児童学科教授）
会場：聖学院大学2号館3階2306教室【参加者18名】
（2）2016年8月29日
第2回児童学研究会「平成27年度中教審答申「これからの学校教育を担
う教員の資質能力の向上について」を踏まえた教員養成の在り方につい
て」
川瀬　敏行（聖学院大学人間福祉学部児童学科客員教授），丸山　綱雄
（聖学院大学人間福祉学部児童学科客員教授），広瀬　歩美（聖学院大学
人間福祉学部児童学科助教），松本　祐子（聖学院大学人間福祉学部児
童学科教授），相川　徳孝（聖学院大学人間福祉学部児童学科教授），佐
藤　千瀬（聖学院大学人間福祉学部児童学科准教授）
会場：聖学院大学4号館4階4403教室（第二会議室）【参加者14名】
（3）2017年3月15日
第3回児童学研究会「知的障害者の生活の場——ホームレス支援を通し
ての考察」
坂本佳代子（聖学院大学人間福祉学部児童学科特任講師）
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会場：聖学院大学4号館4階4403教室（第二会議室）【参加者13名】
2017年度（研究会）
（1）2018年1月8日
第1回児童学研究会「音・パフォーマンス・言葉——創造の現場におけ
る循環」
久保田　翠（聖学院大学人間福祉学部児童学科准教授）
会場：聖学院大学4号館4階4403教室（第二会議室）【参加者15名】
（2）2018年2月21日
第2回児童学研究会「特別支援学校（知的障害）の教育課程編成と音楽
鑑賞の指導」
齋藤　一雄（聖学院大学人間福祉学部こども心理学科特任教授）
会場：聖学院大学4号館4階4403教室（第二会議室）【参加者15名】
研究成果公開
1） 2015年度第1回児童学研究会報告「自然を主体的に探究する力を育てる
理科授業改善の一考察」
 『総合研究所Newsletter』Vol.25—1, pp.38—40, 2015
2） 2015年度第2回児童学研究会報告「子どもを観察すること・記録に書く
こと・話し合うこと——子ども・保育・教育を語り合える観察，そして
記録を目指して」
 『総合研究所Newsletter』Vol.25—2, pp.16—18, 2015
3） 2015年度第3回児童学研究会報告「子どもを観察すること・記録に書く
こと・話し合うこと——子ども・保育・教育を語り合える観察，そして
記録を目指して」
 『総合研究所Newsletter』Vol.26—1, pp.19—22, 2016
4） 2016年度第1回児童学研究会報告「児童学科の教育課程と「基礎実習」
（その2）——アクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善の模索」
 『総合研究所Newsletter』Vol.26—2, pp.19—20, 2016
5） 2017年度第1回児童学研究会報告「音・パフォーマンス・言葉」
 『総合研究所Newsletter』Vol.27—2, pp.74—75, 2018
6） 2017年度第2回児童学研究会報告「特別支援学校（知的障害）の教育課
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程編成と音楽鑑賞の指導」
 『総合研究所Newsletter』Vol.27—2, pp.81—82, 2018
12　競争的資金・コンプライアンス促進のための研究
（研究代表：平　修久 聖学院大学政治経済学部政治経済学科教授）
近年の文部科学省，及び日本学術振興会の，各ルール，ガイドライン，他関
係法令に定めるもののほか，本学規程に定める新規定を遵守し，競争的資金等
の公的研究費（以後「競争的資金」）獲得に向けた研修（研究）会を2015年度
より開設した。
本研究会では，「科研費書類の作成方法がよく分からない」，「科研費を申し
込んでも審査になかなか通らない」，「昨年度のコンプライアンス教育を受けて
いない」等々，若手研究者に限らず，競争的資金を獲得したいと考えている本
学教員（研究者）を対象とした研修（研究）会である。
〈研究組織〉（2017年度時）
氏　名 所　属　・　職　名 ［研究分担・構成員］
平　　修久 聖学院大学政治経済学部政治経済学科教授［研究代表］
2015年度
（1）2015年7月8日
第1回競争的資金獲得・コンプライアンス促進のための研修（研究）会
①概要説明　②審査のポイント　③審査通過させるための書類の書き方
④具体的な事例 etc.
清水　正之（聖学院大学学長，大学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究
科長）
若松　昭子（聖学院大学政治経済学科教授）
相川　章子（聖学院大学人間福祉学科教授）
大高　研道（聖学院大学政治経済学科教授）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者36名】
（2）2016年2月10日
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2015年度公正な研究活動の推進におけるコンプライアンス教育研修会
①趣旨説明　②資料説明　③アンケート・誓約書記入回収等
清水　正之（聖学院大学学長，大学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究
科長，研究公正委員会最高管理責任者）【教員参加者 92名】
2016年度
（1）2016年7月13日
第1回競争的資金獲得・コンプライアンス促進のための研修（研究）会
①概要説明　②審査のポイント　③審査通過させるための書類の書き方
④具体的な事例 etc.
若松　昭子（聖学院大学政治経済学科教授）
田澤　　薫（聖学院大学児童学科教授）
木下　大生（聖学院大学人間福祉学科准教授）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者26名】
（2）2017年2月8日
2016年度公正な研究活動の推進におけるコンプライアンス教育研修会
①趣旨説明　②資料説明　③アンケート・誓約書記入回収等
清水　正之（聖学院大学学長，大学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究
科長，研究公正委員会最高管理責任者）
【教員参加者 80名】
2017年度
（1）2017年7月12日
第1回競争的資金獲得・コンプライアンス促進のための研修（研究）会
①趣旨説明　②科研費受給の体験　③科研費改革について etc.
中原　　純（聖学院大学人間福祉学科准教授）
村瀬天出夫（聖学院大学欧米文化学科講師）
会場：聖学院大学ヴェリタス館1階教授会室【参加者14名】
（2）2018年2月14日
2017年度公正な研究活動の推進におけるコンプライアンス教育研修会
「公的研究費の適切な使用について」
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①研修（約1時間のプログラム）　②質疑応答　③アンケート・誓約書
記入回収 等
河野和可子（新日本有限責任監査法人マネージャー，公認会計士）
【教員参加者 65名】
研究成果公開
1） 2015年度 第1回「競争的資金獲得・コンプライアンス推進のための研究
（研究）会」報告
 『総合研究所Newsletter』Vol.25—1, p.50, 2015
2） 2016年度 「競争的資金獲得・コンプライアンス推進のための研修（研究）
会」報告
 『総合研究所Newsletter』Vol.26—1, pp.24—25, 2016
3） 2017年度 「競争的資金獲得・コンプライアンス推進のための研究会」報
告
 『総合研究所Newsletter』Vol.27—1, p.54, 2017
4） 2017年度「公正な研究活動の推進におけるコンプライアンス教育研修
会」報告
 『総合研究所Newsletter』Vol.27—2, p.79, 2018
13　アクティブ・ラーニング研究（基礎総合教育研究）
（研究代表：井上兼生 聖学院大学政治経済学部政治経済学科特任教授）
「アクティブ・ラーニング」という言葉は一義的な定義づけを許さない複合
的な概念であるが，またそれは2つの異なる学修内容によって区別される。す
なわちそれは「一般的なアクティブ・ラーニング」と「高次のアクティブ・
ラーニング」である。かつては「アクティブ・ラーニング」という言葉自体が
多くの大学人にとって馴染みのないものであったが，現在ではかなり一般的に
理解されるようになってきているためである。その背景としては，2012年度
末に中教審がアクティブ・ラーニングの重要性を指摘したことが挙げられてい
る。そのため既に多くの大学でそれの必要性が認められているのみならず，実
際にカリキュラムへ導入しているところも少なくない。そのような状況下に
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あって，本学においてもアクティブ・ラーニングの導入と実践は，ますます看
過することのできない課題となってきており，課題であるアクティブ・ラーニ
ングの導入に関する問題は山積している。よって，2013年度後半より始まっ
た本共同研究プロジェクトへの期待は大きい。
〈研究組織〉（2017年度時）
氏　名 所　属　・　職　名 ［研究分担・構成員］
井上　兼生 聖学院大学政治経済学部政治経済学科特任教授［研究代表］
渡邉　正人 聖学院大学人間福祉学部こども心理学科教授［副代表］
齊藤　　伸 聖学院大学基礎総合教育部ポストドクター［研究員］
2015年度
（1）2015年7月13日
第1回アクティブ・ラーニング研修会〔聖学院大学FD委員会共催〕
 「新たな学習活動を引き出す教育手法——アクティブラーニングの技法
と学習課題の構造化」
小島佐恵子（玉川大学教育学部教育学科）
会場：聖学院大学4号館4階4402教室［第一会議室］【参加者22名】
研究会の前半部では，最近の大学教育業界では，「学生が授業を聴くだけで
なく，授業の中で頭を働かせて，分析，総合，評価などのスキルを磨きなが
ら，自らの考えを外にむけて発信していく「認知プロセスの外在化」作業が含
まれる学習である。」と定義されることが一般的であること等が概説され，後
半部では実際にアクティブ・ラーニングを意識した授業計画（概要，到達目
標，活動・指示内容，留意点など）をたて，その計画を4人グループで教員同
士見直し，よりよいものへのアイデアを出し合うという体験学習が行われた。
2016年度
（1）2016年10月27日
第1回アクティブ・ラーニング研究会〔聖学院大学FD委員会共催〕
「埼玉県における高校の学びの改革と協調学習のづくりの取り組み」
小出　和重・櫻田　　忍（埼玉県教育局）
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会場：聖学院大学4号館4階4403教室【参加者19名】
研究会の前半部では，学習指導要領の改訂にともなう新たな学力観の変遷を
概観し「協調学習」において用いられるメソッドの一つとして「メソッド法」
が紹介され，後半部では，その「ジグゾー法」の体験が行われた。本研究会の
最後に質問として挙げられた点は，ここで言う「協調」なるものが，「予定調
和」を前提とすることへの問題点，そして考え方の「多様性」が収束不能なほ
どに大きく振れた際への不安であった。それに対する答えは，高等学校の授業
内で行われる課題である以上，そこには「予定解」が用意されていなければな
らず，それを前提とした授業の設計であれば，それほど飛躍した考えは出てく
ることはまずあり得ないということであった。
2017年度
（1）2017年10月23日
第1回アクティブ・ラーニング研究会〔聖学院大学FD委員会共催〕
「聖学院中高におけるアクティブ・ラーニング型授業の開発と21世紀型
教育のカリキュラムデザイン」
児浦　良裕（聖学院中学・高等学校 数学科・情報科教諭）
会場：聖学院大学4号館4階4402教室【参加者38名】
研究成果公開
1） 2015年度第1回アクティブ・ラーニング研修会報告
 『総合研究所 Newsletter』Vol.25—1, pp.51—52, 2015
2） 2016年度第1回アクティブ・ラーニング研修会報告
 『総合研究所 Newsletter』Vol.26—2, pp.26—27, 2016
3） 2017年度第1回アクティブ・ラーニング研修会報告
 『総合研究所 Newsletter』Vol.27—2, pp.68—69, 2018
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（3）『聖学院大学総合研究所紀要』目次
（A5判並製，年2回発行，60号～63号，2017年度より年1回発行，64号）
紀要60号（295頁，2015年度）
巻頭言　大学は何のために存在するか	 阿久戸光晴
Ⅰ
哲学と神学̶̶ ハイデガーの「現象学と神学」を手掛かりにして	 片柳　榮一
〈合法性〉の空洞化̶̶ 1920年代のドイツにおける経済の
	 独占化過程と議会外立法様式	 高橋　愛子
金子みすゞの「死の理解」とスピリチュアリティの一考察
	 ̶̶ 作品『雪』を中心にして	 窪寺　俊之
H・B・ストウ『アンクル・トムの小屋』における
	 ジョージ・ハリスのキリスト教について	 森田美千代
M・L・キングの人間論	 菊地　　順
グリーフワークとしての関係性の再構築（1）	 村上純子／竹渕香織
グリーフワークとしての関係性の再構築（2）	 竹渕香織／村上純子
ラインホールド・ニーバーの恩寵論̶̶ 一般恩寵の関係を含めて	 五十嵐成見
Ⅱ
Lateral	Ethics,	Moral	Particularism,	and	Nationality	 Ryuichiro	Taniguchi
„Wirkungsgeschichte“	und	„systemtheoretische	Kritik	der	Vernunft“
	 	 Toru	Hijikata
Contents
Abstract
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紀要61号（199頁，2015年度）
巻頭言　ことばの使い捨てを憂う	 平　　修久
Ⅰ
『東北アジア公同教会』の現実と課題	 朴　　憲郁
小山鼎浦の宗教思想̶̶ ある自己超越の試みをめぐって	 柳田　洋夫
北朝鮮の核保有戦略
	 ̶̶ 不透明戦略と脅威レベルによる核開発国の事例検証	 宮本　　悟
ボランティア活動が学生の自己肯定感に及ぼす影響
	 ̶̶ 大学生ボランティアのヒヤリング調査より	 川田虎男／志塚昌紀
ラインホールド・ニーバーの自然法批判と再解釈	 五十嵐成見
Ⅲ
『古英語版七書』（Old	English	Heptateuch）における
	 V2語順とパラタクシス（parataxis）	 小林　茂之
2014年度大学院博士論文・修士論文テーマ一覧
	
Contents
Abstract
著訳者紹介
紀要62号（329頁，2016年度）
巻頭言　雄弁な沈黙	 阿久戸光晴
「第4回東日本大震災国際神学シンポジウム」報告
	 キリストさんと呼ばれて̶̶ この時代，この地でキリスト者であること
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「第4回東日本大震災国際神学シンポジウム」報告　序文	 藤原　淳賀
災いに備えて	 ウィルバート・R・シェンク／鎌田　奉行・訳
キリストさんと呼ばれて̶̶ この時代，この地でキリスト者であること
	 	 吉田　　隆
パネルテーマ「線香の一本でもあげていけ」
	 神のミッションを継続する教会
	 　̶̶ 「キリスト者」と呼ばれる体験を通して	 小田　武彦
災害の様相̶̶ キリスト教的愛の形
	 	 ウィルバート・R・シェンク／篠原基章・訳
Ⅰ
マーティン・ルーサー・キング・ジュニアの「夢」演説と説教	 森田美千代
Ⅱ
家族心理学の視点̶̶ 「家族」から見る「個人」	 村上　純子
大学生における人間関係の希薄化
	 ̶̶ 対人不安を抱える学生と学生相談室で扱われる
	 　「相手のいない対人関係相談」の増加から	 竹渕　香織
ルソーにおける自然言語と子どもの言葉	 寺﨑　恵子
カッシーラーの神話論における弁証法的特質
	 ̶̶ 神話的思考から宗教的思考への展開をめぐって	 齊藤　　伸
Ⅲ
The	Inﬂuence	of	Latin	on	Word	Order	Variation	in	the	Old	English	Orosius
	 	 Shigeyuki	Kobayashi	
「第4回東日本大震災国際神学シンポジウム」報告（英文）
Report	on	the	4th	Great	East	Japan	Earthquake	
	 International	Theological	Symposium	“Being	Called	‘Kirisuto-san’” :	
	 　Re-visiting	Christian	Identity	in	Post-disaster	Japan
Preface	 Atsuyoshi	Fujiwara/translated	by	Brian	Byrd
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Lecture
Preparing	for	Disaster	 Wilbert	R.	Shenk
Being	Called	“Kirisuto-san”	or	“a	Christ”
	 Re-visiting	Christian	Identity	in	Post-disaster	Japan	 Takashi	Yoshida
Panel	Discussion
The	Church	Engaged	in	the	mission	of	God:
	 Learned	by	the	Experience	of	Being	Called	“Mr.	or	Ms.	Christ”
	 	 Takehiko	Oda
Lecture
The	Faces	of	Disaster:	the	Faces	of	Christian	Compassion	 Wilbert	R.	Shenk
Contents
Abstract
著訳者紹介
紀要63号（289頁，2016年度）
巻頭言　関係と超越	 清水　正之
Ⅰ
第6回日韓神学者学術会議̶̶ 日韓神学シンポジウム
	 「第6回日韓神学者会議」について	 髙橋　義文
告解と赦しと和解の神学試論̶̶ ボンヘッファーに学びつつ	 江藤　直純
江藤直純教授「告解と赦しと和解の神学試論
	 ̶̶ ボンフェッファーに学びつつ」へのレスポンス
	 	 白　忠鉉／ナグネ・訳
和解の神学	 尹　哲昊／ナグネ・訳
尹哲昊教授「和解の神学」へのレスポンス̶̶ 和解と贖罪	 関根　清三
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関根清三教授のコメントへのレスポンス	 尹　哲昊／ナグネ・訳
Ⅱ
「プロイセン対ライヒ」裁判における
	 カール・シュミットとヘルマン・ヘラー̶̶ 法廷での対決をめぐって
	 	 高橋　愛子
指導計画の作成から実践，省察へ
	 ̶̶ 幼稚園の行事参加を通したアクティブ・ラーニングの試み
	 	 佐藤　千瀬
2015年度大学院博士論文・修士論文テーマ一覧
Contents
Abstract
著訳者紹介
紀要64号（596頁，2017年度）
巻頭言　「裁かれる」という感覚	 髙橋　義文
Ⅰ
「2015年	長老会神学大学校神学声明」について	 ナグネ（洛　雲海）
「知的自伝」（Intellectual	Autobiography）から見るニーバー神学の特質
	 	 五十嵐成見
Ⅱ
プロイセン対ライヒ」裁判での「弁論」の背景をなす議論連環
	 ̶̶ シュミットの「独立した権限規範」と
	 　ヘラーの「政治的意図」をめぐって	 高橋　愛子
M・L・キングとR・B・グレック̶̶ 非暴力思想の一系譜	 菊地　　順
小山鼎浦における社会進化論	 柳田　洋夫
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生
いのち
命より大切なものはあるか
	 ̶̶ 「生
いの ち
命の尊厳の確立」を期すキリスト教信仰からの応答	 ナグネ
いのちの尊厳へのまなざし
	 ̶̶ 精神障害者福祉の歴史と現状を踏まえて	 田村　綾子
ラインホールド・ニーバーにおける自由と罪のアイロニー
	 ̶̶ ニーバー的アイロニーと罪論の再考	 堺　　正貴
〈研究ノート〉
愛着障害児の易興奮性についての一考察	 大橋　良枝
Ⅲ
Designing	a	Business	English	Curriculum	for	Seigakuin	University	Students
	 	 Mehran	Sabet/Hideyuki	Nakagawa
Examination	of	Verb	Word	Orders	in	Main	Clauses	in	the	Old	English
		 Translation	of	Orosius	 Shigeyuki	Kobayashi
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（4）『聖学院大学総合研究所Newsletter』
（B5判，年3回発行，25巻～27巻）
Vol.25-1, 2015（68頁）
巻頭言　自らを問う	 窪寺　俊之
【研究ノート】
The	Beneﬁts	of	Using	Songs	in	Second	Language	Learning
	 A	Review	of	Literature	 K.	J.	McClain
奨学金制度の変容について	 柴田　武男
H.B.ストウ『アンクル・トムの小屋』における
	 オーガスティン・セント・クレアの奴隷制度について	 森田美千代
英語科教職課程での取り組み
	 ̶̶ 円滑に教職生活をスタートさせるために	 東　　仁美
食事摂取基準との比較からみる大学生の食生活	 広瀬　歩美
高校生への心理教育の意味
	 ̶̶ 「スクールカウンセラーのクラス訪問」実践を検討する	 堀　　恭子
Reconciling	China	and	Japan	through	Social	Welfare:	
	 The	Vision	of	Fumio	Terakado	 Brian	Byrd
【報告】
2014年度　牧会心理研究会報告	 藤掛　　明
2014年度　グリーフケア・ルーム年報	 藤掛　　明
第1回〈児童〉における「総合人間学の試み」研究会
	 「自然を主体的に探究する力を育てる理科授業改善の一考察
	 　̶̶ 科学する心を育てる幼児・児童の問題解決の活動」報告	
	 	 田澤　　薫
スピリチュアルケア研究講演会
	 「心のケアといやし̶̶ スピリチュアリティ̶とは」報告
	 　（アルフォンス・デーケン）	 五十嵐成見
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第1回組織神学研究会　「日本のキリスト教と『選択』」報告	 柳田　洋夫
【子どもの人格形成と絵本】研究プロジェクト子どもの育ちと絵本研究会
　研究ワークショップ
	 「ふれあい・ことば・あそび」報告	 寺﨑　恵子
第1回日本文化研究会
	 「『近代日本精神史の位相　キリスト教をめぐる思索と経験』
	 　合評・討論会」	 島田　由紀
第1回東日本大震災神学研究会
	 「生き残りの者と死者の救済
	 　̶̶ 東日本大震災後の『死の蔭の谷』の希望」報告	 松本　　周
第1回コンプライアンス促進研修（研究）会
	 「競争的資金獲得・コンプライアンス推進のための研究」報告
	 	 齊藤　　伸
アクティブ・ラーニング研修（研究）会
	 「新たな学習活動を引き出す教育手法
	 　̶̶ アクティブ・ラーニングの技法と学習課題の構造化」報告
	 	 長谷川恵美子
第1回スピリチュアルケア研究会
	 「金子みすゞのスピリチュアリティと精神病理」報告	 小森　英明
第1回ラインホールド・ニーバー研究会
	 「ラインホールド・ニーバーにおけるリベラリズム
	 　̶̶ 確認と再考」報告	 五十嵐成見
聖学院大学人文学部欧米文化学科　公開講演会報告	 木村　美里
総合研究所News
　スピリチュアルケア研究講演会「心へのケアといやし」（アンケート結果）
　子どもの育ちと絵本研究会研究ワークショップ
　	「ふれあい・ことば・あそび」（アンケート結果）
Vol.25-2, 2015（52頁）
巻頭言　超高齢社会の高齢者	 古谷野　亘
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【研究ノート】
ヴィクトリア朝における二人の女性社会改良家
	 ̶̶ オクタヴィア・ヒルと
	 　フローレンス・ナイチンゲールの関係をめぐって	 木村　美里
学士課程における英語教育と「リメディアル教育」	 齊藤　　伸
2015年牧会サマーセミナー
	 「牧会者の自己ケア」報告	 藤掛　　明
【報告】
埼玉税法研究講演会
	 平石雄一郎先生聖学院大学名誉教授就任記念講演会報告	 柴田　武男
第2回〈児童〉における「総合人間学の試み」研究会
	 「子どもを観察すること・記録に書くこと・話し合うこと
	 　̶̶ 子ども・保育・教育を語り合える観察，
	 　　そして記録を目指して」入江礼子氏	 田澤　　薫
第16回ピア・スーパービジョン報告	 五十嵐成見
カウンセリングシンポジウム報告
	 「物語に学ぶ心の世界・再び」（堀　肇・藤掛　明・村上純子）
	 	 小野　久志
第2回スピリチュアルケア研究会報告
	 「私はこのように生きてきました
	 　̶̶ ささやかな自己開示を通して」助川征雄氏	 窪寺　俊之
ラーニングセンター報告
	 ̶̶ 10年間の流れから近年の学生変化と今後の課題	 尾張　宏一
公正な研究活動の推進体制の整備（規程・内規等の制定／改正）
総合研究所ニュース
　カウンセリングシンポジウム
	 「物語に学ぶ心の世界・再び」（アンケート結果）
Vol.25-3, 2015（44頁）
巻頭言　特別な一日	 谷口隆一郎
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【研究ノート】
幼児理解と児童学の可能性	 田澤　　薫
ICTの活用ができる英語科教師の育成を目指して
	 ̶̶ 英語科教授法の実践から	 小川　隆夫
CLIL授業を創る̶̶ 公立小学校教員研修の現場から	 藤原真知子
小学校５・６年生のCLIL実践̶̶ 社会と英語の連携
	 	 藤原真知子／相羽千洲子
Raz	Reading	 Justin	Nightingale
Technology	In	The	Classroom	 Justin	Nightingale
【報告】
第2回ラインホールド・ニーバー研究会
	 「リベラリズムの出来と陥穽̶̶ プラグマティズムに
	 　たどりつくまで，そしてその先へ」谷口隆一郎氏	 五十嵐成見
第3回組織神学研究会
	 『「東北アジア公同教会」の現実と課題』朴憲郁氏	
	 	 報告①小野　久志／報告②五十嵐成見
第2回スピリチュアルケア研究講演会
	 「『平和とスピリチュアリティ』
	 　̶̶ 21世紀社会へのスピリチュアリティ論の貢献」阿久戸光晴氏
	 	 小野　久志
認定NPOグリーフケア・サポートプラザ東京都助成事業主催
2015年度定期講演会報告
	 「悲嘆からの再生『自死で遺されたものの心の叫び』
	 　̶̶ スピリチュアルケアの視点から」窪寺俊之氏	 木下　　元
公正な研究活動の推進体制の整備②（規程・内規等の改正）
研究所News
　スピリチュアルケア研究講演会
	 「平和とスピリチュアリティ」（アンケート結果）
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Vol.26-1, 2016（36頁）
巻頭言　日々変革する言語
【報告】
2015年度　牧会心理研究会報告	 藤掛　　明
2015年度　グリーフケア・ルーム年報	 村上　純子
2015年度　人間福祉スーパービジョンセンター年次報告書	 中村　磐男
第17回ピア・スーパービジョン報告	 五十嵐成見
第3回〈児童〉における「総合人間学の試み」研究会
	 児童学科の資格課程と「基礎実習」
	 　̶̶ アクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善の模索
	 	 齋藤範雄客員教授／市村和子客員教授／相川徳孝准教授
第1回埼玉税法研究講演会報告	 木村　裕二
第1回競争的資金獲得・コンプライアンス推進のための研修（研究）会報告
	 	 木村　美里
第1回ラインホールド・ニーバー研究会報告
	 「マーティン・ルーサー・キング・ジュニアの
	 　『夢』演説と説教」森田美千代氏	 鈴木　　幸
2016年度聖学院大学総合研究所　研究組織図
Vol.26-2, 2016（48頁）
巻頭言　「低さ」からの出発	 村松　　晋
【研究ノート】
『アメリカ大都市の死と生』を読んで	 飯島　康夫
幼児理解が支える保育指導計画	 田澤　　薫
教育論文　アクティブ・ラーニングを通して学ぶ
	 小学校「家庭」における児童への理解	 広瀬　歩美
【報告】
第1回〈児童〉における「総合人間学の試み」研究会
	 「児童学科の教育課程と『基礎演習』（その2）
	 　̶̶ アクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善の模索」
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	 	 小池　茂子
第1回組織神学研究会
	 「2015年長老会神学大学校神学声明」洛雲海氏	 松本　　周
2016年牧会サマーセミナー報告	 村上　純子
第18回ピア・スーパービジョン報告	 五十嵐成見
第1回スピリチュアルケア研究講演会報告	 小野　久志
第1回アクティブ・ラーニング研究報告	 齊藤　　伸
第2回埼玉税法研究会報告	 柴田　武男
カウンセリングシンポジウム報告
	 「物語に学ぶ心の世界	〈生きるための知恵〉」
	 　（堀　肇・藤掛　明・村上純子）	 小野　久志
聖学院大学・長老会神学大学校
	 日韓神学シンポジウム2016　第6回日韓神学者会議	 五十嵐成見
研究所News
　第18回ピア・スーパービジョン（アンケート結果）
　スピリチュアルケア研究講演会
	 第1回「認知症の人と介護者へのスピリチュアルケア」（アンケート結果）
　カウンセリングシンポジウム
	 「物語に学ぶ心の世界	〈生きるための知恵〉」（アンケート結果）
　日韓神学シンポジウム2016第6回日韓神学者学術会議
	 「告解と赦しと和解の神学形成」（アンケート結果）
Vol.26-3, 2016（36頁）
巻頭言　J.S.バッハの受難曲	 村山　順吉
【研究ノート】
Christian	Forum	for	Reconciliation	in	Northeast	Asia:	Japan	Reunion
	 	 Brian	Byrd
CLIL実践の展開̶̶ 「カエルの一生」の実践から		　藤原真知子／相羽千州子
小学校英語指導者を支援する̶̶ 地域貢献セミナー報告	 藤原真知子
English	Camp,	Narita　Seigakuin	Primary	School,	October	19̶21,	2015
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	 	 Justin	Nightingale
iPad	And	Mr.	Bean:	Seigakuin	University	Presentation	 Justin	Nightingale
【報告】
第2回ラインホールド・ニーバー研究会報告
	 『ラインホールド・ニーバーにおける集団の罪』
	 　̶̶人間の本性と歴史の終末の観点から　長倉　基氏	 鈴木　憲二
第2回スピリチュアルケア研究講演会
	 「人生の終幕への寄り添いを考える
	 　̶̶ かけがえのない人生への伴走と分かち合いのケア」
	 　第2回「病を生きる人へのスピリチュアルケア」	 小野　久志
第1回スピリチュアルケア研究会　報告（左近　豊）	 小野　久志
第19回ピア・スーパービジョン報告	 五十嵐成見
キリスト教カウンセリング研究講演会
	 「現代人のメンタルを救うのは誰か
	 　̶̶ 医療，経済，宗教を考える」（香山リカ）報告	 藤掛　　明
研究所News
　スピリチュアルケア研究講演会
	 第2回「病を生きる人へのスピリチュアルケア」（アンケート結果）
　キリスト教カウンセリング研究講演会
	 「現代人のメンタルを救うのは誰か」（アンケート結果）
Vol.26 特別号No.1  2016（124頁）教職課程を支える理論
巻頭言　教職特別号に寄せて	 田澤　　薫
【教育論文】
音楽で育む幼児の「表現」活動
	 ̶̶ 音楽療法的アプローチ導入の意義と可能性	 池上真理子
「将来世代への責任」という新たな教育原理
	 ̶̶ ESD（持続可能な開発のための教育）の基軸原理として	 井上　兼生
これからの生徒指導と進路指導・キャリア教育を考える	 小川　隆夫
創意工夫を生かした特色ある教育課程の創造とその考察	 川瀬　敏行
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児童のリズム読譜力向上に関する一考察
	 ̶̶ 幼児期からの感覚体験を土台として	 阪　まどか
共に遊ぶ熊：児童文化と教育，そして子どもの生活を考える	 寺﨑　恵子
子どもの生活をふまえた小学校「家庭」への期待
	 ̶̶ 間食について保育・教育者が出来ること	 広瀬　歩美
物語における〈キャラクター〉の役割
	 ̶̶ 幼児の読書体験と人間形成についての一考察	 松本　祐子
探究する面白さを追究する講義「理科」
	 ̶̶ アクティブ・ラーニングを通した観察・実験技能の向上	 丸山　綱男
就学前教育の効果と教育費負担問題
	 ̶̶ 学力格差の問題に着目して	 御手洗明佳
【研究ノート】
教材「たぬきの糸車」を読み解く	 市村　和子
ネット時代の英米文学̶̶ 文学作品を読み解くためのリテラシー
	 	 氏家　理恵
幼児の主体的な粘土造形活動を促す援助のあり方についての一考察
	 	 島田　佳枝
小学校体育授業 “持久走” の記録向上と児童の運動有能感との関連性
	 Relationship	between	improvement	of	record	of	elementary	school
	 　physical	education	class	“long-distance	running”	
	 　and	sport	competence	of	pupils	 高橋　進／木村昌隆
A	Sociolinguistic	Perspective	on	the	Shift	in	Usage	from	Gaikokujin/
	 Nihonjin	to	Gaikoku/Nihon	Shusshin	in	the	World	of	Sumo	 D.	バーガー
演奏するための楽曲理解̶̶ 「ダッタン人の踊り」	 山田　裕治
学びの連続性と幼稚園教育実習事前指導におけるアクティブ・ラーニング	
	 	 相川　徳孝
音と言葉̶̶ うた作りの現場から	 久保田　翠
肢体不自由児の障害の状態に対する理解と健康の保持，
	 動作の向上，認知の発達を促す取り組みについて	 野村　春文
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Vol.26 特別号No.2  2016（124頁）教材の研究
【教育論文】
A	Framework	for	Teaching	and	Assessing	
	 Intercultural	Communication	Competence	 E.D.	オズバーン
英語教育における学習事項の分析を通して見る
	 効果的な学習活動について	 加曽利　実
社会科教材開発と指導の在り方に関する研究	 川瀬　敏行
運動遊びに着目した幼児期における健康教育のあり方と実践例
	 ̶̶ ヘルスプロモーションの理念に基づいた提言	 齊藤理砂子
「探検活動」についての一考察̶̶ がっこうたんけん	 市村　和子
小学校音楽の歌唱活動におけるピアノ演奏技術について
	 ̶̶ 歌唱共通教材（低学年）を用いて	 阪　まどか
小学校音楽教育における歌唱指導についての一考察	 塚原　晴美
小学校「家庭」と子どもの生活の接点を探る
	 ̶̶ 外食・中食指導の必要性	 広瀬　歩美
アクティブ・ラーニング（AL）型授業を位置づけた講義
	 「保育内容の研究・環境」	 丸山　綱男
中高保健科教育におけるアクティブ・ラーニングを活用した授業実践	
	 	 和田　雅史
【研究ノート】
教材「お手紙」の理解とその指導法
	 ̶̶ アクティブ・ラーニング型授業「単元を貫く言語活動」の考察
	 	 市村　和子
「教育・保育課程論」の授業とアクティブ・ラーニング	 佐藤　千瀬
小学校における金管楽器初心者への初歩指導法と楽器合奏への導入
	 	 山田　裕治
【実践レポート】
「保育内容の研究・表現A」におけるアクティブ・ラーニング	 相川　徳孝
イギリス王室から紐解く英語圏の文化と社会
	 ̶̶ 「英語圏文化」における授業実践例	 氏家　理恵
こどものためのピアノ作品
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	 『ゾウとネズミのコサックダンス』の作品について	 久保田　翠
大学の音楽教育におけるピアノ指導法
	 ̶̶ 小学校歌唱共通教材と童謡をピアノ曲として使うことについて	
	 	 渋谷みどり
『肢体不自由児に対するコミュニケーションや人間関係の形成，
	 情緒の安定（心理的安定），認知発達（環境の把握）を促す取り組み
	 　̶̶ 身体への関わりを通して』	 野村　春文
「地元学」におけるアクティブ・ラーニングの試み	 渡邉　正人
Vol.26 特別号No.3  2016（116頁）教師になる人とともに
【研究ノート】
保育者と小学校教師のための発達心理学	 徳井　千里
アクティブ・ラーニングを活かした生徒指導	 小川　隆夫
教職課程教科指導における ICTの活用
	 ̶̶ 国語科，生活科，道徳を中心に	 市村　和子
アクティブ・ラーニング（AL）型授業を位置づけた講義「理科教育法」	
	 	 丸山　綱男
資料活用の技能を育てる指導と社会授業づくり
	 ̶̶ 小学校教職課程「社会」「初等社会科教育法」へ生かす	 川瀬　敏行
道徳教育の研究及び道徳教育指導法の授業実践からの一考察	 秋池　　功
アクティブ・ラーニング（AL）型授業を位置づけた講義
	 「特別活動の理論と方法」	 丸山　綱男
「教師としての力量向上」を目指した指導の在り方について
	 ̶̶ 「小学校教育実習」「保育・教職実践演習（初等）」における
	 　授業実践から	 川瀬　敏行
【研究ノート】
「幼稚園教育実習」の事前事後指導とアクティブ・ラーニング
	 ̶̶ 「幼稚園教育実習（副）」に向けて	 佐藤　千瀬
【実践レポート】
3歳児が安定した幼稚園生活を送るための保育環境	 相川　徳孝
教職課程国語科授業の研究
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	 ̶̶ アクティブ・ラーニングを導入した初等国語科教育法	 市村　和子
構成的グループ・エンカウンター
	 ̶̶ 生徒指導における人間関係育成アプローチとして	 井上　兼生
子どものことばを育むための保育者の役割と援助
	 「保育内容の研究　言葉」『文字との出会い』の授業をてがかりに	
	 	 上野　直子
数概念の形成とその指導について
	 ̶̶ ICT活用の意義を踏まえて	 齋藤　範雄
一人一人の乳幼児の育ちと遊び
	 ̶̶ 「じゃんけん」から発達を考える	 田澤　　薫
肢体不自由児の呼吸障害を姿勢や手の動作等と関連づけて捉え，
	 改善することにより，健康の維持・増進を図る取り組みについて
	 	 野村　春文
Vol.27-1, 2017（68頁）
巻頭言 “心に寄り添う” ということ	 和田　雅史
【研究ノート】
アルフレッド大王以前の古英語の一例
	 ̶̶ ケンブリッジ大学蔵MS.Kk.5.16のCaedmon’s Hymn	 小林　茂之
精神分析的遊戯療法における同盟概念̶̶ 覚書	 大橋　良枝
アルヴァックスに対するデュルケームの影響	 横山寿世理
乳幼児の意思と言葉の発達に関する一考察
	 ̶̶ 保育で生まれる他児への思いに着目して	 田澤　　薫
幼児の対人関係におけるスキル（社会的スキル）の
	 学習としての社会性について	 鎌原　雅彦
身体と音̶̶ ボディパーカッションを用いた授業運用について	 久保田　翠
【報告】
2016年度　牧会心理研究会報告	 藤掛　　明
2016年度　グリーフケア・ルーム年次報告	 村上　純子
2016年度　人間福祉スーパービジョンセンター年次報告	 中村　磐男
2016年度　第2回〈児童〉における「総合人間学」の試み研究会報告
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平成27年度中教審答申「これからの学校教育を担う教員の
	 資質能力の向上について」を踏まえた教員養成の在り方について
	 	 小池　茂子
2016年度　グローバリゼーションと日本文化研究会報告
	 日本における「貞観の治」受容と文章経国思想	 木下　綾子
2016年度　第3回〈児童〉における「総合人間学」の試み研究会報告
	 知的障碍者の生活の場̶̶ ホームレス支援を通しての考察	 小池　茂子
第4回埼玉税法研究会（2017年度第1回）報告
	 「破産法の実務と課題̶̶ 同時廃止手続きを中心に」	 河井　亮太
2017年度　競争的資金獲得・コンプライアンス推進のための研究会報告
	 	 村瀬天出夫
2017年度　第1回スピリチュアルケア研究講演会報告
	 「人生の締めくくりに寄り添うたましいのケア
	 　̶̶ 生と死に向き合うことの現実」
2017年度　第1回ラインホールド・ニーバー研究会報告
	 「ニーバーと宗教改革̶̶ カトリック，ルネサンス，
	 　セクト的プロテスタンティズムとの関連において」
2017年度　牧会サマーセミナー報告「牧会者の説教と自己ケア」
研究所News
　【特別報告】高校生ビブリオバトル・ワークショップ
	 ̶̶ 本を通じて人と出会う
　スピリチュアルケア研究講演会アンケート結果
　2016年度　総合研究所活動報告
Vol.27-2, 2017（96頁）
巻頭言　一人を愛し、一人を育む。	 中谷　茂一
【研究ノート】
ことばに遅れのある幼児の理解と援助の手がかりを学ぶ
	 ̶̶ 「保育内容の研究　言葉」『ことばの問題と援助』
	 　授業ノートを通じて	 上野　直子
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子どものことばと生活世界̶̶ 接続期の中間性に注目して	 寺﨑　恵子
愛着障害児に対応する知的特別支援師のNegative	Capability支援の
	 重要性と自我心理学的視点の有用性の検討	 大橋　良枝
学校保健の中核を担う養護教諭と特別支援教育
	 ̶̶ 特別支援教育コーディネーターとしての役割を通して考える
	 	 中村　月子
小学校低学年からの英語リテラシー学習
	 ̶̶ 英語がよめる3年生を目指して	 藤原真知子
AI時代を見据えたキャリア教育の考察
	 ̶̶ 能力の「拡張 (augmentation)」という観点に着目して	 井上　兼生
How	Can	the	Heritage	and	Legacy	of	Durkheimian	Sociology	Be	Revived?:
	 An	Analysis	of	Sociological	Textbooks	 横山寿世理
精神保健福祉領域におけるピアスタッフの
	 スーパービジョンに関する一考察̶̶ ピアスタッフによる
	 　スーパービジョンを実現するために	 小沼　聖治
物語文読解における主題に関わる推論発問の活用	 横田　敦子
Android	in	the	Classroom	 Justin	Nightingale
アベ・ド・サン＝ピエールにおける恒常的社会結合としての
	 近代永久平和論，ヨーロッパ社会思想に関する一研究〈其の一〉
	 	 木下　　元
【報告】
第20回ピア・スーパービジョン報告（2017年度　第1回）	 小野　久志
2017年度　アクティブ・ラーニング研究会報告
	 「聖学院中高におけるアクティブ・ラーニング型授業の開発と
	 　21世紀型教育のカリキュラムデザイン」（児浦良裕）報告	 齊藤　　伸
2017年度カウンセリングシンポジウム報告
	 「信仰者に読んでほしい3冊＆求道者に読んでほしい3冊」
	 　（香山リカ・藤掛明　対談）報告	 星山玲於奈
第5回埼玉税法研究会（2017年度　第2回）
	 「企業グローバル化にともなう源泉所得税問題」（野田扇三郎）報告	
	 	 柴田　武男
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2017年度　第2回ラインホールド・ニーバー研究会報告
	 五十嵐成見氏による「『知的自伝』（Intellectual Autobiography）
	 　から見るニーバー神学の特質」報告	 柳田　洋夫
2017年度　第1回〈児童〉における「総合人間学」の試み研究会報告
	 久保田翠氏による「音・パフォーマンス・言葉」報告	 鎌原　雅彦
2017年度　第2回スピリチュアルケア研究講演会報告
	 「自分らしさを求めるスピリチュアリティ
	 　̶̶ 乳がんの医療現場から」（尹玲花）報告	 小野　久志
第21回ピア・スーパービジョン報告（2017年度　第2回）	 小野　久志
2017年度　競争的資金獲得・コンプライアンス促進のための研究会	
	 兼	聖学院大学研究公正委員会	主催
	 公正な研究活動の推進におけるコンプライアンス教育研修会報告
	 　「公的研究費の適切な使用について」報告	 木下　　元
2017年度　キリスト教カウンセリング研究講演会
	 「心の病をいやす福音家族」（晴佐久昌英）報告	 星山玲於奈
2017年度　第2回〈児童〉における「総合人間学」の試み研究会報告
	 齋藤一雄氏による「特別支援学校（知的障害）の
	 　教育課程編成と音楽鑑賞の指導」報告	 鎌原　雅彦
2017年度　グローバリゼーションと日本文化研究会報告
	 「河合栄治郎の理想主義的社会主義」（松井慎一郎）報告	 小野　久志
研究所News
　2017年度　カウンセリングシンポジウム
	 「信仰者に読んでほしい3冊＆求道者に読んでほしい3冊」
　アンケート集計
　2017年度　第2回スピリチュアルケア研究講演会
	 「自分らしさを求めるスピリチュアリティ
	 　̶̶ 乳がんの医療現場から」アンケート集計
　2017年度　キリスト教カウンセリング研究講演会
	 「心の病をいやす「福音家族」」アンケート集計
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Vol.27 特別号（122頁）
巻頭言　教職員特別号に寄せて	 井上　兼生
言葉遊びと19世紀イギリス̶̶ 文学作品を読み解くための
	 英語圏文化の知識とは	 氏家　理恵
文化と価値観から考える異文化理解	 小川　隆夫
「思考力・判断力・表現力等」を伸ばす
	 中学・高等学校英語授業展開例の考察	 村岡　有香
英語文学・英語圏文化の基礎教養̶̶ マザーグースを使用した授業実践
	 	 氏家　理恵
グローバル意識と異文化理解	 小川　隆夫
文学作品から読み解く19世紀イギリスの子どもの教養と教育
	 ̶̶ アリスはなぜ学校自慢をするのか	 氏家　理恵
中学・高等学校「英語科学習指導案作成」のための
	 効果的な指導方法の考察	 村岡　有香
ファンタジー作品における英語の伝道
	 ̶̶ 『ハリー・ポッターと賢者の石』の組分け帽子の歌	 氏家　理恵
漢字の成り立ち̶̶ 書体	 小倉　明美
新学習指導要領における深い学びについての考察
	 ̶̶ スーパーマーケットの学習を事例をとして	 金沢はるえ
学ぶ行為としてのことばと概念くだき	 寺﨑　恵子
乳幼児と環境の関わりに関する一考察
	 ̶̶ 子どもの登園時と昆虫飼育の事例を通して	 佐藤　千瀬
昔話を語る̶̶ ストーリー・テリングを用いた国語力養成の試み	 松本　祐子
紙芝居との相互関係にみる幼児の育ち
	 ̶̶ 紙芝居は子どもたちを招く	 田澤　　薫
幼児の造形活動を通して育てること	 相川　徳孝
特別支援教育における児童の思いの理解
	 ̶̶ インクルーシブ教育推進をふまえて	 野村　春文
生徒指導と進路指導・キャリア教育の意義と役割	 小川　隆夫
特別支援学校における学校インターンシップ	 野村　春文
大学図書館を活用した教職課程に学ぶ
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	 学生を育てるアクティブ・ラーニングの試み
	 　̶̶「自分の生まれた日新聞」作成にみる
	 　　「編集後記」の分析から教育効果を検証する	 小池　茂子
小学校に通う発達障害がある児童に対する見方と支援のあり方	 野村　春文
これからの教師論̶̶ カリキュラム・マネジメントの実現のために
	 	 小川　隆夫
